新聞記事などから察する帰雲城現地調査の実像　連載第１回
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岐阜県大野郡白川村にあった帰雲城跡を探そうと昭和４０（１９６５）年代以降に現地調査が個

人や、団体で実施されていたようですがいかんせ、個人が行った現地調査に関しては記録が残って

いません。

　帰雲城を扱った新聞記事や書籍の記録からと、現地調査を実施した方からお聞きした証言

から、普段なかなか知ることができない現地調査の実像を知っている範囲で紹介します。それと、

流れが分かりやすいよう、当日以前の出来事や白川村の当時の背景を時系列で『新編白川村史、上

巻・中巻・下巻』と、『荘川村史、上巻・下巻・続巻』から抜粋したのも挙げます。　

最初に活躍する人物のキーワードが「松古」さんと、「佐々」さんです。次が「黒沢」さ

んと「Ｋ」さんです。

　「明治初年まで荘川村大字海上より庄川上流地方を上白川郷と呼び、白川村大字尾神

より庄川下流地方を下白川郷と呼んでいた」

　「明治４（ １８７１）年、郷名を廃して白川郷は第２８区１小区となる」

「明治５（１８７２）年１２月３日を以って、明治６（１８７３）年１月１日とする新しい

暦に変えられた」

　「明治７（１８７４）年7/15、荘川村に新渕郵便取扱所が設置され、通常郵便物のみ取扱が開始

された」

「明治８（１８７５）年２月、海上村以南の１８カ村を合わせて荘川村、尾神村以北２３カ村を

合わせて白川村と称し、ここに始めて従来の白川郷が２村となり、旧村名をとって何々耕地と呼ん

だ。白川郷４２カ村のうち、森茂村は清見村に編入された」

　「明治８（１８７５）年、荘川村立村。逸話として明治８年の町村改編で、当時の役人がうっか

りして忘れたのか、三谷村の名称がなく上白川郷１８か村となっている。明治２０年もそれになら

ってか三谷の大字名がない」

　「明治３５（１９０２）年、荘川村に赤痢発生（全域）患者８３人」

　↓で、実録の紹介です。

　「明治３７（１９０４）年8/26～9/8まで東京―岐阜―荘川村―白川村―高山―富山と、紀州徳

川家、徳川頼倫候一行が白川郷（白川村御母衣地区の遠山家）を旅行研究した」

↑で、旅行研究した一行の交通手段は鉄道と人力車と歩きでした。白川郷に電灯や電話はまだな

く牧戸地区から御母衣地区の遠山家へ徳川候一行の来訪を知らせる伝達手段は歩きでした。一行の

記録は、「高山（こうざん）流水」にあり、郡上八幡までは電気が来ており、郡上郡白鳥町の宿で

は、行灯（あんどん）だったと記しています。これが明治３７（１９０４）年の郡上八幡と白川村

の電気実情です。また、別山間部の話しとして、「Ｎ氏談：家は愛知県設楽郡設楽町の山間部で、

昭和１０（１９３５）頃、電柱を立てていたのを覚えている。その頃家では、灯油ランプを使用し

ていてススで黒くなったランプガラスを掃除するのが子供の日課だった」と、このように電気が引

線されるまで平野部と山間部を比べると、数十年の差がありました。当時、電灯生活に慣れた人か

らすると、山間部で電灯以前の灯りを体験すると一世紀＜実際は数十年だが＞前の原始生活のよう

だと、「高山流水」は記しています。↓に、１つ紹介します。

「白川村は、かつて交通の便が悪く交流が困難であった。とくに冬期間は交通が断絶し、
陸の孤島と化した。冬期の他県との交流は不可能に近かった。白川郷が秘境といわれたの

は、冬期の豪雪が外界との交流を遮断したからである」『新編白川村史 上巻』より

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「大正１０（１９２１）年１０月、高山より警察電話としてはじめて（荘川）役場と駐在所に開

通した」

↑で現在、電気・ガス・水道の公共ライフラインが使えるのがごくごく普通ですが、この当時、

白川郷にはまだなく、ようやく荘川村の役場と駐在所に電話が開通、お目見えしました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「大正１２（１９２３）年、白川村平瀬（地区）発電所工事着工に先立ち白鳥～平瀬間100ｷﾛ

を改修し、牛丸橋を架替えるなど２輪馬車運搬を可能にした。この道路改修の結果、自動車の走行

も可能になった。これ以前の道路は馬車が通行できる状態ではなかった」

↑では、平瀬発電所工事の資材運搬方法は、まだ馬車を利用していました。現在、自動車やトラ

ックでの運搬を普通に目にしますが、大正１２年の白川村平瀬への資材運搬手段は馬車がメインで

した。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「大正１４（１９２５）年、ラジオ放送を開始」

　「大正１４（１９２５）年７月、白鳥・平瀬間に乗合い自動車開通」

当時の道路状況に関して荘川村牧戸地区を起点として、牧戸～高山、牧戸～郡上郡白鳥町方面、

牧戸～平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷地区の３方面があります。↑では、荘川町牧戸～白川村平瀬地区ま

で、ようやく自動車が通行できたことが分かります。ですが、白川村平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷間の

自動車が通行できたかは記録がなく不明です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「大正１５（１９２６）年、平瀬発電所の機材運搬用トラックが郡上方面から白川村にはじめて

入った。トラックも積雪時期は使用できず冬期間はもっぱらソリに頼らざるを得なかった」

↑で初めて「機材運搬用トラック」という記録を目にします。水力発電機など重量物の運搬はこ

こ一発、この当時少なかったトラックを調達使用しています。ここでは、トラックが牧戸～平瀬地

区まで通行できたことが分かります。

　「大正１５（１９２６）年１１月、白川村平瀬に平瀬発電所が完成した。平瀬以南の集落に電灯

が点灯する。当時本村？では会社に対し全村点燈の供給を条件の下に其の代償として、本村地内を

使用する鉄塔及び電柱建設敷地を無償提供することの契約を締結した」

↑で、平瀬発電所が完成した恩恵で、平瀬地区や御母衣地区に電気が引かれたのですが実際、点

灯するのは大正１５年か、昭和初期なのかは記録がなく分かりません。ここで、『白川村史 全』930

頁に「平瀬発電所が建設されて、木谷・長瀬・平瀬・御母衣・牧・福島・尾神合せて約１００戸、

並びに荘川村にも電灯がついて喜びに湧いた」とあります。ところで、明治３７(1904)年に郡上八

幡に電灯があった記録から、白川村平瀬地区に大正１５(1926)年に電灯がついたとして、電気とい

う文明開化は山間部の白川村平瀬地区には２２年後のことです。それと白川村荻町・鳩ヶ谷地区に

電気が引かれるのは更にもっと遅く、昭和２０（1945）～２４(1949)年と記録があり、同村平瀬地

区と比べて約１９年後以降になります。←を明治３７(1904)年に郡上八幡に電灯があった記録から

比べると、約４１年後以降となります。平野部、山間部での昭和初期～戦前～戦後の日本の電気事

情が伺える記録です。

　大正の末、１９２５年頃？「福井の人が保木脇国道沿い深さ５ｍ、幅３ｍ、長さ３０ｍほど掘る」

↑での掘った目的は不明です。この話しは、「昭和４５（１９７０）年、月刊誌宝石２月号348

頁に『黄金の眠る幻の城ここにあり』松古孝三（談・構成 佐々克明）」の353ページで触れています。

　前年の流れからですと、人力で掘ったのかもしれません。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２（１９２７）年２月２５日、荘川村の黒谷校下・同２６日新渕校下・同２７日中野校下

に始めて電燈がついた。然し六厩地区その他一部に会社は言を左右にして約束を履行しなかった。

今までのあん燈やランプなどの照明から便利な電気に変わる」

↑でようやく荘川村では一部地区を除いた地区に電灯がつきました。昭和になって２年目のこと

です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和３（１９２８）年、新谷泰助がオートバイで白川村に乗り入れている」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和５（１９３０）年、郡上より宮房自動車が入って来て荘川村牧戸地区に営業所を設け、

主として郡上方面へ乗合兼タクシー営業を始めた。同年清見自動車も牧戸～高山間の運行をはじ

めた」

↑でようやく白川村へ向かうための荘川村牧戸を起点とした、牧戸～白鳥間と、牧戸～高山間の

自動車を利用した一般の出入りが可能となりました。４年前に完成した平瀬発電所への資材運搬道

路により、牧戸～平瀬間の道路幅事情はよくなっています。ですが、平瀬～荻町～鳩谷間の道路事

情については記録がなく不明です。

　昭和５（１９３０）年、白川村御母衣地区に電気が通じていた。↓の写真で、白川村御母衣地

区の遠山家の電気事情は、昭和５(1930)頃撮影写真で遠山家の右角に郵便受付業務をする建物があ

り、この入口野外上に電球用の丸い照明器具が付いているのが確認できるので、電灯がありました。

　荘川村に電灯がついたのが昭和２（１９２７）年ですから、これと同じ頃か、これより以前に御

母衣地区では電気が引かれていたと思われます。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和８（１９３３）年、白川村の鳩谷郵便局で電信・電話事業を開始」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和９（１９３４）年、越美南線、北濃駅まで開通する」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和１０（１９３５）年５月に、ブルーノタウトが白川村を訪問する」この時、白川村御母衣

地区の遠山家を見学しています。ブルーノタウトは、自動車で来て荻町の宿に泊まったそうで、白

川村の切妻合掌造り民家を案内したのが松古氏（３６歳頃）だそうです。それと、ブルーノタウト

白川村訪問を昭和５年、昭和８年と書いた本があったという話を聞いたので調べると、『日本美の

再発見』S14(1939)年発行と、『日本タウトの日記 Ⅴ』S34(1959)年8/20発行岩波書店（篠田訳）

とも、ブルーノタウトの白川村訪問は、昭和１０（１９３５）年５月でした。

　「平瀬歩危」白川村平瀬地区～荻町～鳩ヶ谷間の道路状況で、平瀬地区の北に「平瀬歩危」が

あります。↓の写真からすると「平瀬歩危」の通行は歩きがやっとで、歩危道の右下は、庄川とい

う川です。この平瀬歩危の上に山道があったそうでまた、庄川東の木谷地区への回り道もあり、平

瀬歩危の迂回路が計２ヶ所ありました。自動車がどちらの道を走っていたのかは、未確認です。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓に、驚きの記録があったので紹介します。

白川村木谷地区の項「白川山中で籠の渡を見ようとして期待をかけて訪れたが、小白川にもこの木谷

にもそのかけらすら見ることが見なかった。明治３６（１９０３）年にスマートな鉄線利用の吊橋が代

ってかけられていた。幕末の有名な角力取白真弓の生家である東屋木谷区長が説明してくれる。この橋

の架替を見越して杉の植林をしておいたという。昔は木谷から対岸の平瀬へ出るのに２里上流の籠の渡

まで行かねばならないし、夏は泳ぎ渡っても出水で瀬の早い時は渡ることは到底出来なかった。秋冬は

どうにもならず、女や幼時などは２年も３年も島の生活同様で、平瀬やその他の地へも行かないものが

少くなかったという（木谷聴書昭和１１（１９３６）年 」『白川村史 全』538頁、昭和４３年発行

　↑は、帰雲城があったとされる保木脇地区の南が平瀬地区で、この平瀬の対岸が木谷地区です。明治

の中期まで対岸に渡るのに苦労していたなんて、驚きの生活です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和１３（１９３８）年、郡上八幡の今広自動車がＴ型フォード５人乗りの自動車によって

白鳥～平瀬間の定期運行を開始した」

↑でようやく白川村平瀬地区まで自動車の「定期運行」が開始されました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和１４（１９３９）年、百万円道路、牧戸～鳩ヶ谷（３２ｷﾛ）間の延長工事幅員４．５～

５ｍがはじまるが、太平洋戦争のため一時中断」

↑で、白川村平瀬地区まで自動車が通行できていて、平瀬から北のどの辺りまで工事が進んでい

たか不明です。

　「昭和１４（１９３９）年から昭和１５年にかけても豪雪の年であった。１月２９日保木脇を

襲った大雪崩によってＮＫ家・ＯＫ家・ＯＳ家で１６人が圧死した。白山神社を字セト平１１９番地

に移された」『新編 白川村史』より
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　さて、白川村の電気事情や道路事情を明らかにしたく、前置きが長くなりましたがここでようや

く↓に、帰雲城研究の人物が登場です。

「昭和１５（１９４０）年頃、松古氏（３７歳）、帰雲城は史実と話してきた」は、記事等か

ら抜粋したもので、白川村の帰雲城伝説と民話を小さい時から読み聞きして史実と信じた一人でし

た。この当時、松古氏は帰雲城に興味を持って資料を探していたかどうかまでは、記録がなく分か

りません。

　「昭和１５（１９４０）年、木枠（矢板）の軽岡トンネルがセメントのトンネルに改修された」

　「昭和１５（１９４０）年、戦時体制で燃料不足。ガソリンが配給制になりバスなどの自動車は

代替燃料に薪を燃やして走った。薪燃料は軽岡峠など登坂で出力が衰えると適且ガソリンを補給し

たり乗客が後押したりして峠を越えた」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和１６（１９４１）年、第二次世界大戦がはじまる」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和１９（１９４４）年、凶作の予兆といわれる笹の実が飛騨の全山を被う」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２０（１９４５）年、第二次世界大戦が終結」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２２（１９４７）年、荘川村牛丸～白川村鳩谷間の道路改修工事がなされた」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２３（１９４８）年５月、戦後、百万円道路、牧戸～鳩ヶ谷間産業重要道路として工事

再開、完成する。当時、白城線と呼んでいた。省営バス牧戸～鳩谷間で運行をはじめる。幅員

４．５～５ｍ」

↑でようやく荘川村牧戸～白川村鳩ヶ谷間の自動車走行が可能となりました。

　また、牧戸～鳩谷間バス運行により、一般人の旅行・見学も容易となり、白川村の合掌

造り集落を訪れて記した書籍も後に発行されます。昭和２３年以前にも荻町まで自動車が入ってき

ていますが、確実な記録として牧戸～鳩ヶ谷間の自動車走行は昭和２３（１９４８）年からです。

荻町といえば、現在の世界遺産荻町合掌造り集落のことです。

　「昭和２３（１９４８）年６月、白鳥～鳩谷間国鉄バス開通」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２４（１９４９）年末、白川村でほぼ昭和２４年末までに全戸点灯となった。一部の家屋

を除く各戸はわずかに１０Ｗ１個の点灯であったが、これまで灯油ランプなどの乏しい光による生

活を余儀なくされていただけに住民の喜びは格別であった」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２５（１９５０）年６月、白川村加須良地区に外界からの電灯線なし（水力自家発電除く）。

未だ電灯もなければラジオもなし。灯油ランプを用いたり、松明を燃して照明とした。加須良集

落に学校（小学１～中学３まで）あり、先生は集落内の住職１人で教える。オルガンなし」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、松古氏の紹介です。

「昭和２５（１９５０）年頃、松古孝三氏（４７歳）、白川村荻町の旅館城山館の主人で郷土史家。

帰雲城調査の地元第一人者で、伝説のベールにつつまれていた帰雲城の全容を明らかにした人で、昭

和２５年ごろから本格的に帰雲城の研究をしはじめる」当時地元では、松古氏の帰雲城調査は変人扱い

され、帰雲城伝説を信じるきちがい呼ばわりされたそうです。この汚名は、のちに帰雲城ブームが訪れ

ると松古氏の名は一変、村に貢献した有名人扱いになります。ここでは、松古氏が中心となって帰雲
城現地調査を行う気配はまだうかがえません。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２７（１９５２）年春頃、御母衣ダム建設の噂が流れる」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和２８（１９５３）年、ＮＨＫと日本テレビがテレビ放送を開始した。当時勤労者世帯年収

が３１万円に対してテレビは１９万円と高く一般家庭では買えない高嶺の花だった」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３０（１９５５）年頃まで、荘川村の道路状況は昭和３０年頃までは土砂道で、天気が

続くと土ぼこりが舞った」

　「昭和３０（１９５５）年頃、白川村牧・御母衣・平瀬地区で屋根の上や近くの受信できる場所

を選んでアンテナを上げ数台のテレビを設置している」

　「昭和３０（１９５５）年、蛭ケ野湿地は、御母衣ダム建設で機械や資材の運搬ルートになり

昭和３０年、特別に全面舗装された」

↑で、「全面舗装された」とは、アスファルト道路舗装のことか不明です。

　「昭和３０（１９５５）年代前半、水田の耕起は、昭和３０年代前半まで人力や牛馬で行ってい

た。牛や馬に鋤（すき・プラウ）を引かせて耕し、まんがで代かきをしていたが、耕耘機がまたた

くまに復及し、牛馬の耕起はみられなくなった」

　「昭和３０（１９５５）年頃、松古氏（５２歳）、白川村郷土史に興味を持つようになった」も新聞

記事から抜粋したものです。松古氏の実家である大牧地区の合掌造り民家が名古屋東山植物園に移築さ

れるときに、享保年代（1716～）からの史料が出てきたのがきっかけだそうです。それと、松古氏の妹

さんの旦那さんが名古屋市内の古本屋を営んでいたので、帰雲城に関する史料が出たら取り置きして欲

しいと頼み入荷したので、松古氏が昭和２８（１９５３）年頃に史料を入手したのもきっかけだそうで

す。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３１（１９５６）年、本格的に御母衣ダム工事開始」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３３（１９５８）年、荘川町中野村の照蓮寺の高山市移築始まる」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３４（１９５９）年9 /26、伊勢湾台風22:30頃、白山上空通過のため暴風雨、大洪水に

より橋殆んど流失、道路欠潰、交通杜絶」

↑で、半壊した荘川村赤谷地区の赤谷橋らしき写真から、中野村～赤谷地区への赤谷橋半壊か？

昭和３４（１９５９）年頃、荘川町赤谷地区のＮ家でテレビ受信をしていた。↓は、赤谷地区の

Ｎ家が２軒あるうちの１軒で、写真からＴＶアンテナが確認でき、Ｎ家は平地より少し高い場所に

建っていました。
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３５（１９６０）年、テレビは荘川村では普通アンテナでは殆んど聴視不可能で、昭和３

５年頃より比較的電波の良好な場所を見付け３～４軒で共同アンテナを設置して画面の不鮮明の

状態で聴視していた。昭和３５年はじめて新渕に共同受信施設が設けられた。以後逐次各所に共同

受信施設が出来る」

　「昭和３５（１９６０）8/29、台風１６号により庄川大洪水、白川村平瀬にて行方不明者出る」

　「昭和３５（１９６０）年１０月、御母衣ダム建設が完了した」

　「昭和３５（１９６０）年11/3、文化の日に御母衣ダム２本の仮排水路を閉じ、高さ１３１ｍ、

堰堤上部の長さ４０５ｍの巨大なロックフィルダムは、庄川の流れを完全にせき止めた」

　「昭和３５（１９６０）年11/15、中野村の照蓮寺と光輪寺の２本の桜移植作業開始（移植当時

照蓮寺の桜は、既に高山市内の材木商に売却済になっていて、やがて木材として伐採されることに

なっていたので、早速これを電源開発が材木商から買い戻した）」

　

　「昭和３５（１９６０）年12/24、２本の桜移植完了」

　年不詳「数年前に富山県の桂集落の中学校の生徒が１人で尾根の道を通って家へ帰る途中、吹雪

にあって行方不明になり、９月頃になってから山林に白骨死体となって発見されたことがあった」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、古い帰雲城新聞記事の登場です。

「昭和３６（１９６１）年４月４日朝日新聞記事に続ふるさとの史話「帰雲城と照蓮寺」」が掲載さ

れる。

↑の掲載内容は、内嶋氏と正蓮寺の戦いを書いていて、内嶋為氏―雅氏―氏理の名しか出て

こないので帰雲城主内嶋氏が３代でした。これは、以前の文献が３代として記録していたためによるも

のです。ですが、のちに研究者らにより帰雲城主４代説が浮上します。この昭和３６年の記事以前にも

帰雲城関係の記事があるかも知れませんが、各新聞社記事を昭和―大正―明治と全て調べるのは困難な

のでしていません。図書館で帰雲城をキーワードに新聞記事で検索した結果、古い帰雲城記事がこの

タイトルでした。

　「昭和３６（１９６１）年８月、白川村平瀬に簡易水道竣工」

　現在、世界遺産荻町合掌造り集落のある場所が白川村荻町（おぎまち）地区で、この荻町の北が

鳩谷（はとがや）地区になります。昔の鳩谷地区～越中（富山県）への道路事情です↓。

「昔の越中道　太古より庄川沿岸は巨岩並び立ち俗に白川歩危といい、交通は全く難行苦行むしろ悲

劇の難路であった。ひとたび出水でもあると山道を廻った。即ち越中方面より白川郷に入るには、椿原

の南端字クルスで道が２つに分かれるが、１つはクルビ沼で横谷と合流する馬狩谷を南に遡上し、凡そ

６粁（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）で馬狩、大窪を経て野谷に出るものと、もう１つは馬狩谷と庄川の中間にそびえる山の

屋根伝いに内ヶ戸に下り、之より再び尾根に登り飯島の飛地部落下田に下り、下田より３度尾根に登り

飯島に下り部落を半円形に歩き、今の２倍以上の距離である。越中よりの取引はボッカの背をかりるよ

りほかなかった。城端鳩谷間５０粁（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）の行程を２日もかかり、時には１日に３０～４０人も連

れ立って、塩や日用品を運び、それを待ちこがれていたという。（略）

昭和３６（１９６１）年３月ＮＨＫは飛騨の白川は、日本の三大僻地と放送した」『白川村史 全』539

頁、昭和４３年発行

　↓で、森茂（もりも）村がかつて存在したことを伝えるために紹介します。

　「昭和３６（１９６１）年１０月、岐阜県大野郡清見村森茂地区の森茂白山神社北北東に自家発

電所あり。（外界からの電気送電はなかったようだ）森茂分校あり」

↑の森茂地区内には、電気を引線するＬ形の鉄柱がありました。

「森茂村　山内樹木の生い茂っている所より森茂と呼んだのであろうと斐太後風土記にもあるが、こ

この草分けの人たちが森とよんだのは、一般山内ではなくて特定の神社の杜を指したのである。ここの

産土神は白山神社で社殿の真向いにある神体山は山そのものが御神体であり信仰の対象となっている。

社叢の美ごとなことは昭和４９年３月６日附で県の天然記念物に指定されたくらいである。全山面積

１ﾍｸﾀｰﾙ、三谷川の下流に独立した小山である。森茂の地名はこの社叢をおいては考えられない。この

部落は昭和４８年（１９７３）を境に離村してしまったが僻地部落としてながい歴史を持ち、上代より

白山信仰の厚い村であったことは三谷の奥に聳える御前岳を白山御前峰の遥拝所として居ることでも

わかる」『清見村誌上巻』106頁、昭和５１(1976)年発行

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和３７（１９６２）年、名古屋ＮＨＫがカラー放送を開始」

白川村加須良の項「今も僻地の五級であるが、白川街道椿原から自動車道路が開設せられ、夏の半年

は非常に便利となった。昭和２７(1952)年５月県営工事として加須良林道を起こし同３７(1962)年竣工

した」『白川村史 全』538頁、昭和４３(1968)年発行

　↑で、林道を通すという名目で加須良地区まで自動車道路が昭和３７(1962)年に開通しました。これ

より前に加須良地区に自動車が入っていたかは未確認です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、帰雲城がＴＶ放送された登場です。

年未詳　昭和４０（１９６５）年前後か？　暖かい時期５～１０月頃に「白川村の小学校

でＮＨＫ？が民話帰雲城をＴＶ放送する。語り、松古氏（６２歳）」

↑で帰雲城が世間に初めてＴＶ放送された一報のようです。この放送を東京都狛江市のＫＢさんが白

黒ＴＶでみたそうです。ＫＢさんは、１９９０年代に帰雲城発掘でＴＶに登場する人です。

　「昭和４０（１９６５）年代初期から道路舗装が急速に進み、まず国道・県道が全面舗装され、

次第に村道も拡幅改良に併せて舗装が進められて、ほこりや泥水の飛散に悩まされることがなくな

った」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和４１（１９６６）年頃、松古氏（６３歳）、帰雲城専門に研究をはじめる」

↑は新聞記事からで、内嶋氏の子孫を名乗る人の史料から、松古氏が帰雲城専門に研究をはじめたそ

うです。

年不詳　昭和４１～４２（１９６６～１９６７）年頃か？「松古氏、正月初夢の収録のため、東京へ

向かう。テレビ出演か新聞・雑誌取材対応か不明」

↑の時、出演対応した記録が見つからず、タイトル名不明です。この帰雲城の話題がメディア公開後、

松古氏宅へ電話があり、帰雲城主内嶋氏の末裔かもしれない人や、歴史研究者や、埋没金目当ての問合

せが多数あったそうです。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、重要な人物の登場です。

「昭和４２（１９６７）年２月に朝日新聞社記者佐々克明氏が白川郷の切妻合掌造りの取材で白川村

を訪れ、松古氏から初めて帰雲城の話を聞く」

↑で初めて、佐々氏と松古氏の出会いとなり、のちにこの２人のチームワークにより、帰雲城が広く

世間に知れ渡ることになります。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和４３（１９６８）年１１月２７日『白川村史 全』発行」

↑の白川村史全のなかで、『飛騨鑑』、『斐太後風土記』、『飛州志』、『白川奇談』などの文献より抜粋

して帰雲城のこともしっかり書いてあります。先に取上げた「白川村木谷地区の項」、「昔の越中道」、「白
川村加須良の項」の古い実像はこの村史からです。そして、のちの平成１０（１９９８）年にも『新

編白川村史、上巻・中巻・下巻』が発行されます。

　↓に、ちょっとここで左岸・右岸の説明を。

帰雲城のあった場所をよく、「左岸」、「右岸」という書き方がしてあり、分かりにくいので、ここで

説明します。ベースは白川村を北へ流れる「庄川」という川です。白川村保木脇地区は庄川の西にある

ので、「庄川西（左岸）保木脇」と、「左岸」として表しています。保木脇に皈雲山１８９７ｍがありま

す。

　今度は、あの印象的な帰雲山中腹の崩壊面がある場所ですが、庄川の東にあるので、「庄川東（右岸）

木谷地区」と、「右岸」として表しています。木谷に帰雲山１６２２ｍがあります。

　帰雲城は左岸にあった説、右岸にあった説を見やすく↓のイラスト図にしてみました。
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　↑のイラスト図では、保木脇にある皈雲山１８９７ｍが収まらなかったので、位置は動画サイト

「帰雲城、埋もれていた皈雲山 ４Ａ」を参照下さい↓。

http://www.youtube.com/watch?v=XTk3tn9UmwQ
　↓に、右岸「帰雲山」と記した地図の登場です。

「昭和４３（１９６８）年、1/5万地図「白川村」に庄川東右岸木谷地区の「帰雲山」名あり」ここ

で昭和４３年に初めて右岸に帰雲山名が登場しました。それより前の地図には右岸帰雲山名はありませ

んでした。この右岸帰雲山名が登場する背景があるわけですから数年前の事情を察すると、テレビ・新

聞・雑誌などで帰雲城が扱われて、帰雲山の場所について問合せがあったからではないかと思われます。

とにかく右岸帰雲山名が昭和４３年に出来上がってしまいました。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和４４（１９６９）年８月２０日朝日新聞記事に「帰雲城悲史　城跡に供養碑」」が掲載される。

↑の掲載は、「天正１３年の大地震で滅びた内嶋氏と千人といわれる死者の慰霊祭を催すことになっ

た」、「松古氏のもとへ内嶋氏の子孫という大阪河内長野市の市村さんがくわしい系図を持って現れた」、

「保木脇では古老の大野重太さんが、城があったとみられる一画を整地にとりかかった」、「桜の苗木を

植えた」、「いま碑を準備中」、「そこで村では慰霊祭をきっかけに地下に埋まっているとみられる遺跡の

発掘、保存も計画しており、秋には帰雲城跡を村の史跡に指定することにしている」、「日本で城ごと埋

まっていて、場所がはっきりしているのはここだけだ」などの内容です。

村では慰霊祭を催したかったが喪主がいないことから立ち消えになっていたそうです。この秋に慰霊

祭が催されたかは情報がなく分かりません。「桜の苗木を植えた」という桜は今、立派に育っているの

でしょうか。ここで、「帰雲城跡の発掘、保存も計画しており」とあり、「発掘」というインパクトある

文字が示されました。また、この当時の帰雲城跡とされる場所は、記事の写真からすると現在の「帰雲

城趾碑（石碑）」のある位置とは少し違うように思えます。この記事の前数年の流れからすると、松古

氏と白川村との協力体制で帰雲城の発掘の話しが進んでいたことも読み取れます。

「昭和４４（１９６９）年１２月１５日中日新聞記事に「帰雲城　地震一夜で埋没」」が掲載される。

↑の掲載内容は、「内嶋氏と正蓮寺の戦い」、「帰雲城主内嶋氏３代」、「帰雲城埋没」「埋没した帰雲城

の発掘に余生をかけている」などを取上げています。

今までの文献には帰雲城主３代の記録だったので、ここでも「帰雲城主内嶋氏３代」としています。

そして、「埋没した帰雲城の発掘」の「発掘」という、なんともそそる字が書いてあります。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和４５（１９７０）年１月９日朝日新聞記事に「白川郷に眠る幻の宝帰雲城黄金物語の周辺」」

が掲載される。

↑の掲載内容は、「その丘のひとつを、昨秋、大野さんら有志が、城跡とみて、記念の植樹をして供

養」や埋没金を取上げています。

これより１年前に桜？が植樹され、供養も行われたようです。この記事で黄金について触れているの

で、読者はかなり興味を持ったことでしょう。ここでは、発掘の話しについて触れていません。

　↓で、帰雲城を扱った掲載物の登場です↓。

「昭和４５（１９７０）年、月刊誌宝石２月号348頁に『黄金の眠る幻の城ここにあり』松古孝三（談・

構成 佐々克明）」が掲載される。

↑の掲載内容は、「白川郷に伝わる伝説は史実だった」、「眠れる城にブームが」と題して８頁におよ

び帰雲城の史実を解き、そしてうさん臭い黄金目当てで発掘に来た人の裏話が普通に書いてあります。

また、「大野さんが桜の苗を２０本ほど植えた」、「近く慰霊の碑を建てて、大阪から市村さんをお招

きする。喪主になっていただいて、ささやかな法要をあげたい」とあり、桜が植樹されたことが分かり

ます。遠方から招いた方の慰霊祭はまだ行われていませんでした。慰霊碑もまだ建っていないことが分

かります。ここでは、「発掘」の文字があるものの、埋没金の方をアピールしています。帰雲城のみを

扱った長編本がまだ発刊されていないこの当時、８頁にもおよぶ帰雲城の実像を書いた歴史と埋没金の

この内容は、世間一般に読めた中では最初の掲載物です。この掲載は、読者の心をわしづかみにしたこ

とと思います。

　↓で、帰雲城のみを最初に発表した研究報告書の登場です。
「昭和４５（１９７０）年６月号『飛騨春秋』に「帰雲城址埋宝伝説について」森本一雄著」が掲載

される。

↑の内容は、帰雲城主、内嶋氏の活躍した出来事を文献から紹介しています。また、埋没金伝説の信

憑性についてもしっかり触れています。この作品は、帰雲城のみを最初に発表した研究報告書になり

ます。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

· １９７２年　昭和４７年　３月　新評「黄金とともに埋まる帰雲城（飛騨白川村）の悲史（佐々

克明）」260頁　なぜか手元にないと
「昭和４７（１９７２）年４月１０日『飛騨白川郷の伝説と民話』西野機繁著発行」が発刊されまし

た。

↑のなかに帰雲城の伝説民話は、「白山の権現様のたたり」、「名医下方卦庵」、「名笛白菊笙」と３

話あります。このいずれの３話も天正の大地震で帰雲城が埋没した悲劇を書き伝えています。また、帰

雲城に関連した話しも数話載っています。

　↓で、帰雲城を専門のノンフィクション小説の登場です。

「昭和４７（１９７２）年６月『まぼろしの帰雲城』佐々克明著、新人物往来社発行」が発刊される。

↑の本の内容は、著者佐々氏の白川村訪問から、白川村紹介、松古氏と佐々氏の繋がり、帰雲城概要、

帰雲城主内嶋氏の末裔名乗る、黄金伝説から、帰雲城跡の推理まで網羅してあります。とにかく帰雲城

のあった白川村の事情通が書いたノンフィクション小説で読み応えがあり、世間一般で購入できる本が

このノンフィクション小説です。ここでは帰雲城主内嶋氏３代の年齢差に疑問はあると問いつつも３代

として扱っています。この著者佐々氏はいわば、帰雲城を広く世に知らしめた人です。この年、佐々氏

の小説が発行されてから７～１１月まで立て続けに新聞社３社、ＴＶ放送１、雑誌掲載６で帰雲城が取

上げられました。「帰雲城第１次ブーム」の到来です。佐々氏は１３年後にも「昭和６０（１９８５）

年１１月『帰雲城大崩壊』佐々克明著、書苑発行」を発刊します。
△１９７２年　昭和４７年　７月６日　週刊現代「飛騨帰雲城の黄金５０００億円発掘騒動天正１３年

の大地震で埋没した“幻の黄金城”」62頁　なぜか手元にないと
「昭和４７（１９７２）年７月１１日朝日新聞記事に「郷土史家松古さんら発掘準備」」が掲載され

る。

↑の掲載は、「（きうん城、あるいはかえりくも城）と呼ばれ」、「郷土史家たちのグループが現れた。

しかも、この夢物語に鉱山会社も協力を約し、近く本格的な発掘を前に予備調査が始まる」、「発掘運

動の母体は、このほど結成された「白川帰雲城・発掘保存準備委員会」。すでに発掘手続きや資金集め、

技術的問題などの準備、検討に取組んでいる。また、近くに神岡鉱山を持つ三井金属鉱業会社でも発掘

に協力的で「地質担当者が現地をすでに歩いており、航空写真の分析結果などとも合わせ、鉱脈

を探る探知機を使って早々に調査する」といっている」、「松古さんは「埋蔵金そのものが目的ではない」

ときっぱりいう」などの内容です。

ここで注目されるのが、帰雲の山ではなく、城の呼び方を地元では「きうん城」又は「かえりくも城」

と呼び、わたしも昭和５６（１９８１）年頃、白川村平瀬地区の人から「きうん城」と聞きました。こ

こでは、表立って見えない部分で発掘への準備が確実に進行していることが分かります。これと同時に

「帰雲城の存在を認めながらも、埋没金については一笑する歴史研究者もいる」とあり、純粋な帰雲城

調査ＶＳ埋没金の構図は冷ややかな論議だったようです。これはのちに学術的発掘調査をしたのにかか

わらず、ほんの一部の人から「黄金目当てで掘っとる」という非難を浴びることになり、「帰雲城調査」

＝「埋没金発掘」として尾を引いた昭和６０（１９８５）年という時期がありました。「白川帰雲城・

発掘保存準備委員会」については、↓で述べます。

「昭和４７（１９７２）年７月２３日朝日新聞記事に「帰雲城伝説に心強い証言」」が掲載される。

↑の掲載は、「大地震による山津波で戦国時代に埋まったといわれる飛騨白川郷の帰雲城の発掘準

備が進められているが、２３日、鉱山会社の地質技師らによって現場一帯の地質調査がおこなわれた。

　その結果、大規模な山津波があったことは地質学的にも説明された」、「白川帰雲城・発掘保存準備委

員会ができ、日本のポンペイに取組んでいる。この日、調査にあたったのは、三井金属鉱業会社のＳ取

締役と、同社神岡鉱業所Ｎ探査室長、同探査係員らで、いずれも地質調査のエキスパート。午前１１時

すぎ、松古さんや発掘保存準備委員会のメンバーの案内で現地につき、航空写真や地質図を参考に帰雲

山山麓、庄川河岸、国道１５６号線付近などの現場一帯の岩石を採取したり、植生を調べた」、「史実の

ように山津波で多量の土砂が現在の国道付近を埋めつくしたことは間違いないとわかった。さらに土砂

流の規模は数百万立方メートルで、城や城下町が埋まっているとすれば、地下２０ｍ以内だという」、「

しかし、Ｓ取締役らは城があったとすれば、それを埋めたのは帰雲山そのものではなく、帰雲山のすぐ

南にある標高千メートルほどの山がくずれたものだといっており」、「現場付近の地質を科学的に調査し

たのははじめてで、同発掘保存準備委員会ではこの調査に基づき発掘地点を決め、８月末までには試掘

にかかりたいといっている」などの内容です。

現在の帰雲山（１６２２ｍ）の中腹に赤肌の崩壊面があり、このすぐ下に崩落した土砂が止まってで

きたようなコブ（山）が確認できます。この崩壊面をじーっと、冷静に見ると、保木脇地区に押寄せた

「膨大な」土砂岩石量でないと分かると思います。この掲載で、「城があったとすれば、それを埋めた

のは帰雲山そのものではなく、帰雲山のすぐ南にある標高千メートルほどの山がくずれたものだ」とこ

の時すでに、２ヶ所からの崩れであることを地質調査の専門家らは導き出していたのに驚きです。松古

氏が帰雲城専門に研究を始めてから６年後のことです。

帰雲山の南にある山が崩れた場所について、残念ながらこの記事に図がなく、正確な位置については

不明です。これより後「平成１４（２００２）年『飛騨春秋』１月号に「享保年度山林絵図に見る天正

地震時庄川帰雲崩れ大規模山体崩壊と土砂の移動について」坂部和夫著」で、天正１３年の大地震で崩

れた場所は３ヶ所であったことが発表されました。この３ヶ所の場所は、１ヶ所目が崩壊面の東側の「池

谷崩れ」で、二ヵ所目が崩壊面の「庄川帰雲（きうん）崩れ」で、３ヶ所目が「カニ澤崩れ」です。

この１ヶ所目の「池谷崩れ」の位置と、「帰雲山のすぐ南にある標高千メートルほどの山がくずれた」

という白川帰雲城・発掘保存準備委員会の説明する位置が同じものかどうかは、照らし合わせる図がな

く不明です。ところで、「池谷崩れ」、「庄川帰雲（きうん）崩れ」、「カニ澤崩れ」の３ヶ所の位置図は、

動画サイト「帰雲城の埋没地点編３Ａ」（2M00S）を参照下さい↓。
http://www.youtube.com/watch?v=ALPK3a0trhk
　天正１３年１１月２９日（西暦にすると１５８６年１月１８日になります）の大地震で埋まった帰雲

城と城下町の位置を推定するうえでのキーワードは、

1、 （山が）崩れた場所、

2、 （土砂岩石が）流れ落ちた場所、

3、 （土砂岩石が到達して）堆積した範囲、になります。↑では、「１、（山が）崩れた場所」２ヶ所

を地質調査のエキスパートが明らかにしました。
「昭和４７（１９７２）年７月２８日ＪＯＴＸ―ＴＶ名古屋テレビでＰＭ２：００～３：００放送

奥さん！２時です「黄金５千億　飛騨山中を掘る」に松古氏出演」が放送されました。放送された内容

については分かりません。

△１９７２年　昭和４７年　８月１８日　週刊サンケイ「飛騨白川郷、三井金属も乗り出した５０００

億円の金塊さがし」143頁　なぜか手元にないと
△１９７２年　昭和４７年　８月２１日　週刊文春「出るか５０００億の金塊大資本も乗り出した飛騨

「幻の帰雲城」の財宝」56頁　なぜか手元にないと
△１９７２年　昭和４７年　別冊　宝石９月号　『黄金の夢に魅せられた男たちの内　帰雲城

数千億円の黄金に挑む松古孝三の情熱あり』　掲載　なぜか手元にないと
· １９７２年　昭和４７年　９月１８日　平凡パンチ「日本の地底にまだ８３兆円の金が眠っている

！！岐阜県の帰雲城跡、群馬県の赤城山、注目の２拠点」36頁　　なぜか手元にないと
「昭和４７（１９７２）年秋、佐々克明氏、保木脇地質調査を行う」と記録がありますが、結果に関

して情報がないので分かりません。

　↓で、帰雲城を扱ったフィクション小説の登場です。

　「昭和４７（１９７２）年１１月１５日別冊『小説現代』に「帰雲城三代」南條範夫著」が発刊

される。このフィクション小説は、当時帰雲城史料が少ないなかでよく調べ、推量によって描かれ

た２６ページのフィクション作品です。

「昭和４７（１９７２）年１１月２６日の岐阜新聞記事に「濃飛民話の旅　帰雲城」」が掲載されま

した。

↑の掲載は、民話「白山の権現様のたたり」と、「５０００億という埋蔵金については金の生産地で

あったことは事実だが、そのころは、原始的な金技術しかなかったという理由で大多数の郷土史家が否

定的。だが、スケールの大きな夢物語だけに一部では発掘話もあるほどだ」などの内容です。

　この記事からも、帰雲城研究家ＶＳ埋蔵金のバトルがエスカレートしていたことが読み取れます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和４８（１９７３）年１月４日の東京新聞記事に「飛騨の山奥で宝探し」」が掲載される。

↑の掲載は、「金塊で５千億円？」、「山下大和守の末裔の話」などの内容です。

↓で、公式な帰雲城発掘調査の登場です。

「昭和４８（１９７３）年５月と６月の２回、黒沢昭二氏、中央大学城郭研究会学生５人と発掘調査

を行い、庄川西川原を２ｍ掘る」

↑の庄川西保木脇の川原調査で、東側の木谷地区の帰雲山（1622m）側から飛来した岩石が無数に存

在していることを確かめられたそうです。当時の様子として、宿の女将がおにぎりを作って発掘現場に

運んだそうです。これより詳しい内容は、記録がなく分かりません。当時、個人で発掘をしている人も

いたと思いますが、黒沢調査団による公式な帰雲城発掘調査は、これが最初といえます。これ以後、黒

沢氏は長年帰雲城調査で活躍します。↑の掲載は、「昭和６０（１９８５）年１１月発行『帰雲城大崩

壊』佐々克明著」の11ページに載っています。松古氏が帰雲城専門に研究を始めてから７年後のこと

です。
「昭和４８（１９７３）年９月号の『歴史読本』に「飛騨山中に眠る謎の城」佐々克明著」が掲載さ

れる。

↑の掲載は、「発掘調査が、城郭研究会に所属する人たちの手で行われた。白川村役場も協力して、

埋もれた貴重な文化財が心ない昨今の開発によって損なわれることがないようにと、まじめな探査が進

められている」、「発掘調査団の責任者である黒沢氏によると、発掘に当ってもっとも留意したのは、ま

さにその城の位置であった」、「黒沢氏らは、国道西側の発掘調査へと踏みきられたのであった」、

「城で生活するには当然、水がなければならない。ところが、地元の史家・松古氏らが、国道西側の丘

陵西部にある低地に２ヶ所水源とみられる地点を発見されたのである。その水源からどのように、水を

汲み上げたのかは不明だが、かりに手で運んだとしても、それほど不便な場所ではない。しかも、その

水源とみられる地点が、幅１０ｍぐらい、長さ３００～４００ｍの丘陵に隣接しているのだ。とすると、

これはあくまで仮定だが、幅１０ｍ、長さ３００～４００ｍの地域のどこかに、帰雲城が存在したので

はなかろうか、という推定も成立つことになる」、「さきの三井金属の技術者による調査の結果、庄川西

側一帯に飛来した岩石は、帰雲山よりも、その手前の前山のものであることが、ほぼ確認されているの

である」、「内ヶ嶋氏は、帰雲城に純金の浴槽を造って、貴重な香料を都からとり寄せ湯にひたし、対岸

の帰雲山の紅葉をめでながら、美女をはべらせ、酒宴にふけった、という類の伝説がある。そして眼

下の庄川、向うの帰雲山一帯を自分の庭として扱っていた、ともいう。これらは、伝承された伝説であ

ろうが城の所在を暗示していて興味深い」などの内容です。

↑では、「国道西側の丘陵西部にある低地に２ヶ所水源とみられる地点を発見された」という地点は、

帰雲城研究する者からすれば水源は重要なキーポイントになります。現在この位置を知る人がいるかど

うかは未確認です。また「眼下の庄川、向うの帰雲山一帯を自分の庭として扱っていた」という伝承さ

れた伝説も興味深く知りたいのですが、タイトルを未確認で、これら２点を調べてみたく今後の課題に

します。ここでは、黒沢氏、松古氏と白川村役場の協力体制による文化財保護という立場からの調査で

あることが読み取れます。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和４９（１９７４）年４月号『飛騨春秋』14頁に「帰雲城覆滅」森下儀寛著」掲載
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和５０（１９７５）年２月８日『荘川村史 上巻・下巻』発行」この荘川村史下巻に帰雲城に関

する文献で『白川年代記』、『白川奇談』の現代語がまるごと載っているので重宝します。もちろん帰雲

城全体のこともしっかり書いてあります。

· １９７５年　昭和５０年　８月２１日　週刊サンケイ「出るか埋没金、数百億円！“日本のポンペ

イ”岐阜・帰雲城に賭ける人たち」154頁　　なぜか手元にないと
「昭和５０（１９７５）年１１月２８日朝日新聞記事に「帰雲城レコードに」春日八郎唄「ああ

帰雲城」」が掲載される。

↑の掲載は、「幻の城をテーマにした歌「ああ帰雲城」が出来た。歌手春日八郎が吹き込んでレコー

ドになった」、「中川さんは白川村の旅館主で帰雲城の研究をしている松古さんから話を聞き、資料をも

らって作詞した。「史実に基づき４番まで作ったが、あまり説明調では、と思い書き直し３番までにし

た」という」などの内容です。

帰雲城ブームでなのか、レコードにまでなったのにはびっくりです。歌詞は、「飛騨路の山の　秋深

く、白川郷は　敵の手に、落ちてぞ哀れ　内ヶ島、情に還る　喜びを、涙の宴か　ああ帰雲城」です。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　↓で、帰雲城の学術論文報告書の登場です。

「昭和５１（１９７６）年、金沢大学日本海域研究所報告第８号にＡ氏著『白山大地震により

埋没した帰雲城と木舟城』」が発表される。

↑の内容は、「帰雲城は単なる伝説とさえ思われていたが、史書の記述のみならず、城主の直筆文書

が見つかり、まぎれもない事実であることが分かった」や、木舟城の内容です。

ここでは、天正の大地震に関する史書から埋没した帰雲城や木舟城の歴史的背景を１４ページに及ぶ

報告書のなかで考察しており、帰雲城主内嶋為氏―雅氏―氏理の３代としています。これよりＡ氏は

次々に帰雲城報告書を５点発表します。

「昭和５１（１９７６）年８月１日（日）東海テレビＡＭ９：３０～１０：００ドキュメント

日本人「帰雲城黄金物語」テレビ放送、松古氏出演」が放送される。

↑の放送内容は、「きうん城」、「かえりくもという山がある」、「きうん山」、「５０００億円の埋蔵金」、

「帰雲城の話を村人は誰一人信用しなかった」、「帰雲城の物的証拠は以前見つからない」、「６月の中旬

に愛知県岡崎市のお寺に内嶋氏理の書状を見に行った」、「数人の投資家から発掘の申し出があったが、

莫大な発掘費用のため、立ち消えになった」、「６月３０日、地元の建設業Ｆ氏が発掘の協力を申し出た」、

「発掘の計画は着実に進んでいる」などです。

↑では、城をきうん城と呼んでいました。地元ではきうん城や、かえりくも城という呼び方をしてい

たので、のちの昭和６０（１９８５）年、白川村では「帰雲（かえりくも）城」という呼び方に統一す

ることになります。発掘に関して、「数人の投資家から発掘の申し出があった」と、松古氏へ問合せが

多かったことが分かります。

　「昭和５１（１９７６）年８月３０日『清見村誌上巻』発行」

　↓で、記録にある帰雲城主内嶋氏４代説の登場です。
「昭和５１（１９７６）年９月４日の北国新聞記事に「白山地震で埋没した帰雲城と木舟城」」が掲

載される。

↑の掲載は、「白川郷の帰雲城のケースは、山津波で城とともに城下町も瞬時のうちに埋まったこと

になる」、「５年ほど前に実在を裏づける史料が見つかった。これは帰雲城２代城主内ヶ嶋雅氏と３代（４

代でないかとも推察できるが）氏理の直筆で、いずれも領内にあった照蓮寺へあてた文書である」や、

木舟城を取上げています。

ここでは、帰雲城主内嶋氏直筆の書状から「３代（４代でないかとも推察できるが）氏理の直筆で」

と、４代説と推察している記録が登場したのが注目されます。のちに、帰雲城主内嶋為氏―雅氏―氏利

―氏理の４代であったことが明らかになります。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、記録上の帰雲城主内嶋氏４代説「系図」の登場です。
「昭和５２（１９７７）年３月、日本海学会誌№１にＡ氏著『白山大地震により埋没した「帰雲城」

と「木舟城」―第２報、両城主の家系図の検討―』」が発表される。

↑の内容は、「市村家所蔵橘、楠氏系図」、「内ヶ島氏系図」、「猪俣党・内ヶ島氏系図」、「この内ヶ島

兵庫助氏利が死亡したことは、両史とも一致しており、氏利は雅氏の嫡子であることは容易に想像でき

る」、「修正した内ヶ島氏系図」、「雅氏と氏理の間に氏利の代があったと推定される」や木舟城主の系図

などを報じています。ここで為氏―雅氏―氏利―氏理と帰雲城主内嶋氏４代と論じた系図が発表されま

した。これより数年前から帰雲城研究者の間では、３代説に疑問があり話され、４代節の根拠となる『飛

州志』に「氏利」の記述からによる結果からと思われます。

　↓で、２回目になりますが登場です。

　「昭和５２（１９７７）年夏ごろ、東京のＫＢさんが本屋で「昭和４７（１９７２）年６月発行『ま

ぼろしの帰雲城』佐々氏著」を買う。それから数ヵ月後、帰雲城のことを聞きたく車で白川村へ向かう。

松古氏は白内障かなにかの病気だったと」双方の話から↓、

ＫＢ：帰雲城の本を読んで来ましたＫＢです。今晩は１泊お世話になります。

宿の女将：よくおいで下さいました。スコップとバケツを東京から持ってこられたのですか？

　Ｋ：はい、そうです。

　↑の東京のＫＢさんは、それから毎年２回程度白川郷を訪れ帰雲城の発掘調査を現在も続けています。

昨年、平成２４（２０１２）年秋にも東京から新幹線でやって来て、平瀬地区の平瀬歩危の調査をし

ました。ＫＢさんは、「平成３（１９９１）年８月７日毎日テレビ放送「地球発１９時、帰雲城の埋没

金時価２兆円」」と、「平成５（１９９３）年５月４日ＣＢＣテレビ放送「名古屋発新そこが知りたい、

中部の財宝、帰雲城」」と、「平成６（１９９４）年３月２６日中京テレビ放送「体感ワンダフル日本、

金、帰雲城」」の計３本にＴＶ出演した人です。

「昭和５２（１９７７）年１０月２５日毎日新聞記事に「夢の帰雲城　地下に眠るか」」が掲載され

る。

↑の掲載は、「東京の城郭研究家が発掘したのをはじめ、少人数の手掘り組も次々現れた。春日八

郎が歌う「ああ帰雲城」のレコードもブームに輪をかけた」、「完全な発掘には億単位の金が必要という

のが、発掘を妨げている」、「松古さんの気持ちもブームが落ち着きかけた最近、ようやく地元に理解さ

れるようになった」、「Ａ氏ら５～６人と「帰雲城調査研究会」までつくった松古さんだったが、志なか

ばで目を病み高山日赤病院に入院中」などの内容です。

ここでは、黄金発掘目当ての「少人数の手掘り組も次々現れた」そうで地元では、見ず知らずの人ら

が来て無許可で山に入って掘るので困り、迷惑したという後日談を聞きました。発掘に関して、「億単

位の金が必要という」金額が明らかになって現実の困難性に直面したようです。ところで帰雲城研究は

「ようやく地元に理解されるようになった」という一面、松古氏の行為は黄金目当てと勘違いされ「地

元からも冷たく見られていた」と、帰雲城ブームになったがゆえの苦悩した一言も掲載しています。

当時の帰雲城調査研究会のメンバーは、松古氏・Ａ氏・中川氏・研壁氏までが確認できました。よう

やく、「帰雲城調査研究会」が出来て次へのステップへ進もうとしたのですが、松古氏がのちに病気と

なり雲行きが怪しくなります。

「昭和５２（１９７７）年、金沢大学日本海域研究所報告第９号にＡ氏著『白山大地震により

埋没した帰雲城と木舟城、第３報、内ヶ島氏系図と石黒氏系図の研究』」が発表される。

↑の内容は、「雅氏と氏理の間にわずか８年間の家督であるが、氏利がいたことがわかる」や、木舟

城主石黒氏などです。ここでは、系図について史料にもとづき詳しく考察しています。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

↓で、白川村の広報誌に村上氏の登場です。

「昭和５３（１９７８）年１０月１０日『広報しらかわ』に村上良行氏著「白川郷帰雲城の謎第１号」」

が連載開始される。＜連載文内にある誤字は、あえて修正していません＞

村上氏の作者紹介（広報しらかわ掲載原文のまま。昭和５３（１９７８）年１０月１０日）「鹿児島

おはらなどの作曲で有名な名古屋市の村上さんは白川村の民謡を作曲（譜に表す）したいと来村。そこ

で。荻町区の西野さんと親しくなり、そうこうしているうちに帰雲城に興味を持ち書いてみたいという

ことになったようです。村上さんの友人、加藤さんも帰雲城の埋没跡を発掘したいと加わり、２人は真

剣に取り組みはじめました」

　↑の第１号掲載は、「１９７８年６月の小雨ふる２５日、私は知人の紹介で白川郷民話作家西野氏を

はじめて訪問した。（略）西野説は保木脇の対岸帰り雲山麓とし、松古説は国道１５６号線側三方崩れ

山麓と説明を受けた。私は迷った。内ヶ嶋の出自にしても意見が真二つに別れていた。西野氏は西園寺

説をとり、松古氏は楠木説を唱えていた。私はますます迷った。「こりゃ始めから、やり直しだワ」つ

づく」などの内容です。

この連載は「昭和５５（１９８０）年６月１０日『広報しらかわ』村上氏著「白川郷帰雲城の謎第

１９号」」まで白川村の広報誌で帰雲城が１９回連載されます。

「昭和５３（１９７８）年１１月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第２号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「内ヶ嶋氏の出自については、祖を西園寺公宗一派とみるものと、楠木氏一族橘正遠と

みるものと、小野篁を祖とする関東武士七党の中の猪俣党と見るものと３説がある。どれが確かか定か

でないが、小稿は西園寺説を中心として筆を進めていくことにした。現存する白川郷の古文書に白川年

代記というのがあって、内ヶ嶋については詳細に書かれているので、それを採用した訳だ。「白川年代

記」に年代的な記述や、人物の背景に多少の誤差はあるにしても、最もその時代の近いものだと思えた

からである。（略）楠木正成の末裔が、わが白川郷に顔を出すのだから話はおもしろくなる。つづく」

などの、内ヶ嶋氏の出自に関する内容です。

　↑では、文書（もんじょ）である『白川年代記』をベースにして書いていくと述べています。

　↓で、帰雲城研究に役立つ貴重な資料の登場です。

「昭和５３（１９７８）年１１月、田下昭夫著書『辛夷ふるさと回想』水没前の荘川村が発行」され

る。

　↑の冊子本は、御母衣ダム水没前の村々の行事や史跡旧跡などを見聞した手記で、帰雲城に関する

「海塩道場（聖殿碑）跡・中野村照蓮寺・牛の池・光輪寺・８人塚千人塚跡・古戦場跡・旧光輪寺跡・

日崎城跡」のこともしっかり書いてあり、また位置情報のヒントになるイラスト図もあります。この

冊子は自費出版なので現在、岐阜県図書館に１冊のみ所蔵のようです。田下氏はのちの「平成１４（２

００２）年６月１１日ＮＨＫテレビ放送、プロジェクトＸ「桜ロード巨木輸送作戦」（荘川桜）」に出演

します。

　↓は、田下氏の資料を参考に「海塩道場（聖殿碑）跡・中野村照蓮寺跡・光輪寺跡・八人塚千人塚跡・

古戦場跡・旧光輪寺跡・日崎城跡」と他を記した地図です。
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　荘川町中畑～白川村牧まで、史跡旧跡図（カシミール3D国土地理院5万分の1地図使用）

「昭和５３（１９７８）年１２月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第３号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「その白山社平泉寺の境内のうちの、もっとも神聖であり重要な土地の中央に楠木正成

墓塔があると、前東大教授平泉泉澄博士はその著書「楠公」に書かれていた。（略）それを裏づける資

料として、白山神社所蔵の永禄（１５５８年）頃の古地図に、楠木塔を記した屏風が二幅に仕立てられ

ているという、（略）この系図は和田七郎正氏の末葉秀氏也、だけでよかったのだ。ヨブンなことの付

記があるため、内ヶ嶋研究者はみなここまできて足踏みをする。（略）荘川村に正成が旗印、あの菊水

の家紋を持つ家が点在するのをどう考えればよいか。白川郷にはまだまだ多く、歴史の謎がかくされて

いる。（略）流るる雲はつねに、この山上に至り　もときた空に　かえるという　帰り雲　つづく」な

どの結構濃厚な内容です。

「昭和５３（１９７８）年日本海学会誌第２号にＡ氏著『白山大地震により埋没した「帰雲城」

と「木舟城」第４報内ヶ島氏および石黒氏の家臣達』」が発表される。

　↑の内容は、「雅氏の家臣、三島太郎右衛門正顕（略）雅氏の他の家臣として尾神備前守氏綱、川尻

備中守氏信および荒川右馬烝の各祖先が考えられるが、史料より確かなのは、山下大和守時慶のみであ

る。（略）三代または四代城主氏理の家臣として、尾神備前守氏綱、山下大和守氏勝、川尻備中守氏信、
三島正厳、三島正隆、荒川右馬丞、市村縫殿介等があげられる。これらの家臣達は事績や家系図なども

あって実在したことは明らかである。しかし、他の家臣達については氏名だけで詳しいことは全く不明

である」などです。

↑では、この当時で分かっていることを整理して史料より内嶋氏の家臣らを考察しています。

「昭和５３（１９７８）年金沢大学日本海域研究所報告第１０号にＡ氏著『白山大地震により埋没し

た「帰雲城」と「木舟城」第５報両城主と一向一揆』」が発表される。

　↑の内容は、「文明１３年（１４８１）越中砺波郡で一向一揆が福光城主・石黒光義らを滅ぼした頃

から、帰雲城主内ヶ島一族は、一向一揆の蜂起を恐れて文明１７年＊（１４８５）正蓮寺に奇襲をかけ

た。不意を打たれた正蓮寺は、開基善俊以来累代の下人・市村太郎右衛門以下近在の坊主・農民門徒の

善戦によって、一時は内ヶ島勢を破り、越中へ追い落とすことができた。しかし、越中にのがれた内ヶ

島勢は越中砺波郡において同勢を集めて反撃に出た。その時の様子を『岷江記』は次のように書いてい

る。（略）文亀元年（１５０１）本願寺蓮如の仲介で正蓮寺・明心と和睦し、以後内ヶ島氏は照蓮寺（正

蓮寺改め）、本願寺および一向一揆と行動をともにした。永正３年（１５０６）の長尾能景の一向一揆

討伐の場合、また永正１７（１５２０）の長尾為景の越中進攻の場合も、内ヶ島氏は一向一揆の救援の

ために出陣した。享禄４年（１５３１）の大、小一揆の錯乱の場合、内ヶ島氏は主流の本願寺側（小一

揆）に加わった。また天文２年（１５３３）石山本願寺の警備や天文８年（１５３９）安養寺の出兵は、

いずれも本願寺のために出陣している。（略）『飛騨編年史要』によれば、この年内島五郎（雅氏）は本

泉寺宛に書を送り、その返書をもらっている。この雅氏書状も焼失したと思われる。（略）

『飛騨軍乱記』によれば、天正４年（１５７６）７月、内ヶ島氏理は信長派に属し、越前に出兵して

いた。その留守に帰雲城が上杉謙信の軍に急襲され、陥落した。塩屋氏が謙信の命令で帰雲城にとどま

ったという。この頃、内ヶ島氏は織田信長に組みし、脱本願時に転じたのであろうか」などです。

　↑では、内嶋氏と一向一揆との関係を述べています。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

· １９７９年　昭和５４年　１月２１日　週刊読売「WIDE NEWS「白川郷伝説」時価数千億の埋蔵

金探し「帰雲城」の伝説」24頁　なぜか手元にないと
「昭和５４（１９７９）年１月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第４号」」が

連載される。

↑の掲載は、「内ヶ嶋氏の出自、西園寺説とはなにかを述べることにしよう。（略）三島勘左衛門正英

の筆になる「白川奇談」というのがあり、それに、内ヶ嶋の定紋は左巴にてありける、の一文が見える。

　日本紋章総覧や他、紋章本に掲載の橋本家は、まさに左巴紋で（両家共三つ巴）本家西園寺家家紋右

巴をはばかり左巴となす、と但しがきのあることから、内ヶ嶋の祖は正英のいう橋本経喬と思ってもよ

い。おもしろいことに、この橋本家は、河内の楠木一族の和田氏と姻せき関係を持ったらしく、紋章学

姓氏考で橋本氏は和田一党の出となっている。（略）飛騨国司家綱より手にした白川郷の荻町に始めて

城（館）を構え、内ヶ嶋の祖として居住したのであった。これが西園寺説の概要だ」などです。
　↑では、西園寺説について述べています
１９７９年　昭和５４年　松古孝三氏　２月８日　他界（７６歳）

「昭和５４（１９７９）年２月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第５号」」が

連載される。

↑の掲載は、「経喬は結婚して名を内ヶ嶋左衛門尉と改め第一子新蔵人経匡をもうけた。この嫡子経

匡が初代荻町城々主となったのである。荻町城は１３５５年前後（正平１０年頃）経匡元服時の祝賀事

業であった。（略）話は変わるが、ここに今ひとつ、おもしろい事跡のあることにふれておこう。それ

は、あの三島勘左衛門の写した名著「白川年代記」が、北朝年号で書かれていたことだ。南朝方に加担

していたはずの飛州に、それも、白川郷の文書にこの年号の記載はどう考えればよいのだろう」などで

す。

「昭和５４（１９７９）年３月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第６号」」が

連載される。

　↑の掲載は、「話を今一度、白川隣郷飛州高原郷にもどしてみよう。高原郷で和佐保銀山が開坑した

のは、１４９２年から１５００年（明応年間）だ。内ヶ嶋が本願寺と交際し金品を寄進するのは、それ

から４０年後のことである。この間、内ヶ嶋氏も自分の領内で金・銀の採掘をやっていたのは、ほぼ間

違いあるまい。（略）世に言う埋蔵金伝説ではなく、地震のための埋没なので、帰雲城を掘りおこせば、

必ずと金がでてくるのである。が。つづく」などです。

　↑では、帰雲城の黄金伝説に触れています。

「昭和５４（１９７９）年３月日本海学会誌第３号にＡ氏著『白山大地震により埋没した「帰雲城」

と「木舟城」第６報両城をめぐる地震の被害、震度分布、余震等について』」が発表される。

　↑の内容は、「北陸違地方は日本列島の内側地震帯に属し、地震の比較的少ない地域である。しかし、

いったん起こると大地震の傾向があり、大地震の発生率は少なくないようである。（略）白山大地震

の起こった天正１３年は、織田信長が本能寺の変で明智光秀に殺され、豊臣秀吉が明智光秀を破ってか

ら３年目である。秀吉が根来、雑賀を討って関白となり、越中の富山城主・佐々成政を攻めた年である。

　（略）文献を参考に帰雲城の位置を推定すると、帰雲山山崩れの正面に当る国道１５６号線の西側で

あろう。城下町は国道の東側にあったと思われ、３００戸以上埋没し（略）白山大地震の被害状況をま

とめると、その被害の大きいことが判った。被害より震度分布を推定し、規模を算出すると、Ｍ＝８．

２となり、規模も大きいことが判る」などです。

　↑では、帰雲城及び木舟城の埋没状況、両城をめぐる地震の被害、その震度分布及び規模、この地震

の余震等について史料にもとずき考察しています。

「昭和５４（１９７９）年３月『城』に井上氏著「白川帰雲城」」が掲載される。

↑の内容は、「帰雲城と城下町の位置については諸説であって軽易にこれを断定することは極めて困

難であるが、、地元の郷土史家であり、旅館主である松古氏は「帰雲城は庄川の左岸、国道１５６号線

の西側である」と断言しておられる。（略）この「まぼろしの帰雲城」は庄川左岸にはなかったのでは

なかろうか。その理由は次のようなものである。（略）定説となっている地域は、庄川の川面から３０

メートル以上も高い位置にあり、対岸の帰雲山の崩落の影響を直接うけることはあり得ない。（略）

　その城址解明や宝探しのために大規模な人の手が加えられるよりも、一瞬にして遭難した千数百人

の御霊の冥福を祈りたい。そう思うのは私の感傷であろうか」などです。

　↑では、掲載の中に白川帰雲城図が載っていて、コブ山の下が帰雲城址と城下町と描いています

「昭和５４（１９７９）年４月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第７号」」が

連載される。

　↑では、白川郷隣国の黄金伝説として佐々成政の埋蔵金について対話しながら述べています。
　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　↓に、ようやくやってきました。第１メインになる右岸現地調査の実像です。

「昭和５４（１９７９）年５月５日、「日本の歴史探索会」２３名が現地調査を行い右岸にて、人

工的な石積みを発見した」↓の記事につづく。

「昭和５４（１９７９）年５月２０日中日新聞記事に「石積み発見帰雲城跡？」」が掲載される。
↑の掲載は、「大野郡白川村教委は１９日午後、約４００年前から飛騨地方に伝わる同保木脇の帰雲

城伝説に絡む現地調査を行った。（略）ことしに入って、名古屋市の村上さんら名古屋、岐阜市などに

在住する会社員ら１９人のグループが調査を始めた。村上さんらは、いままでの調査が庄川左岸中心だ

ったのと逆に右岸説をとり、帰雲山とその周辺を調べた。その結果、さる５日に帰雲山の山崩れ跡から

約１キロ北の庄川右岸台地で城跡ともみられる石積みを発見した。（略）話を聞いた村教委も中世、近

世の歴史が専門の日置岐阜女子大教授に依頼し調査に乗り出すことになった。初の現地調査のこの日は

日置教授、教育長のほか村上さんら７人が参加、石積みの発見場所周辺を中心に調べた。その結果、

樹木が茂る高さ３０メートルの台地上に人工とみられる石積みや大小無数の岩石があることがわかっ

た。（略）全体像がもうすこしはっきりしないと。ただ、詳しく調べてみる価値はありそうだ」などの

内容です。

　↑は、右岸の山麓のことだと思っていたら、「高さ３０メートルの台地上」と、山中の場所でした。

また、「帰雲山の山崩れ跡から約１キロ北の庄川右岸台地」という場所は、どこになるのか未確認で

す。というより、アバウト過ぎるというか、あまりにも方角と距離が間違っているのではないかと思い

ます。記事では区分を書いていませんが、白川村大牧地区になります。

「昭和５４（１９７９）年５月２８日中日新聞記事に「日本の歴史探索会現地調査」」が掲載される。

↑の掲載は、「岐阜、名古屋市などの郷土史研究家で作っている「日本の歴史探索会」の有志は２７

日、大野郡白川村保木脇に約４００年前から伝わる帰雲城に絡む現地調査をした。この日の現地調査は

同会単独のもので、会長の名古屋市の村上さんや多治見市の佐々木さんら７人が参加。（略）途中で雨

が激しくなり約１時間で切り上げた。このため、新たな発見はなかったが、リーダーの村上さんは「山

中には石積みや庭園跡を思わせる大石などが随所にあり、城跡といわないまでも、豪族クラスの遺物と

確信している。今後も全体像をしっかり調べていきたい」といっていた。なお村教委は近く現場周辺の

雑草刈りをし、石積みなどの見取り図作成を進める予定」などの内容です。

　↑で、「石積みや庭園跡を思わせる大石などが随所にあり」は、やはり位置情報が不明です。以前わ

たしが２～３回右岸調査に参加した際、庭園跡？と思われる場所は山麓でした。そこには池？のような

底に大岩がゴロゴロしており、石で補強した池？橋道がありましたし、すぐ近くに風穴もあり区分は白

川村大牧地区になります。

　右岸にある池？橋道と大岩ゴロゴロの写真は、動画サイト「帰雲城の埋没地点編３Ａ」（5M40S）を

参照下さい↓。

http://www.youtube.com/watch?v=ALPK3a0trhk
「昭和５４（１９７９）年６月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第８号」」が
連載される。
↑の掲載は、「帰り雲城址？発見！報告書その１（幻を見た）昭和５４年（１９７９年）５月５日、

午前９時３０分。こどもの日にわれわれ大人達は白川郷の山中で、思いもかけぬ出来事に遭遇した。

　帰雲山山麓の北寄りの丘陵で、帰雲城跡？らしい人工の石積みを発見したのである。今年（１９７９

年）の正月、小生発起の「帰雲城探査計画」が某新聞社の感知するところとなり、探索は発掘計画と

誤報されて、話は少しややこしくなったものの、好事家や同好の士（？）から多数参加申し込みの連絡

があり短日で、一つの軍団が誕生したのは、今となって考えてみると喜ばしいことではあったのだが、

（略）まぼろしの帰雲城。出るか数千億埋蔵黄金。ゴールデン週間に、夢の発掘。こんな見出しで新聞

は報道するものだから私は一夜にして埋没金探索屋にデッチあげられた。ほんとうは民謡と地方史の研

究をしているのに、である。新聞につまらぬことを書かれてから毎日のように、興味本意の電話がかか

るようになり、夜はヨナヨナ悩まされた。某月某日、酔っ払いからの電話「ほんとうにキンは出るンか

ね？」（略）「発掘は・・・・・キンを掘るんでしヨ？」（略）私は思わず笑えてきた。電話の主は、み

な金掘りが目当てだったのである。内ヶ嶋の一族の存在を信じて霊を弔う気で探索に加わった人たちは

参加申し込み四十数名の中で何人いただろうか。私の真意に惚れて同行してくれた人達は、ほんの四～

五人だけだったようである。四十数名の中から厳選した二十名ばかりの人々なのに、我々仲間の目を盗

んで発見の石積みの一部を壊した人間が何人かいた。誠に残念なことであった。まことに恥ずかしいこ

とであった。（「発見された石垣の一部」の写真あり）」などの内容です。
　↑では、前号つづきを掲載予定が、まぼろしを目の前で見たので、急きょ城跡？発見記報告に切りか

えたそうです。ここでは正確に「帰雲山山麓の北寄りの丘陵で」と山麓であると書いています。
「昭和５４（１９７９）年６月１８日岐阜新聞記事に「住民が神社建てる」が掲載される。

↑の掲載は、「金銀財宝はともかく、夢に出た・・・？武将の霊よ安らかに。黄金伝説の白川村帰雲

城。住民が神社建てる」といういっぱいのタイトルで「地元の建設会社の社長田口さんらが発起人とな

って地震で犠牲になった帰雲城の城主一族の霊を慰める「帰り雲神社」をこの近くに建立、このほど完

成式を行った」などの内容です。

　↑は、現在白川村保木脇地区に帰雲城趾碑の石碑があり、その前に「帰り雲神社」があります。この

場所に目立つ建物が出来た順番は、「帰り雲神社」→「慰霊観音像」→「帰雲城趾碑」です。

「昭和５４（１９７９）年６月２５日岐阜新聞記事に「郷土史家グループ現地調査館跡か」が掲載さ

れる。

↑の掲載は、「村上さんや岐阜市在住の郷土史家グループが先月末に現地調査した際に発見。（略）埋

没した一部が地表に出たものらしい。（略）県文化財審議会の専門家による本格調査をしたいという」

などの内容です。

↑では、現状保存のため区画の現場を有刺鉄線で囲み、掘り起こしなどが出来ぬようにすることにし

たそうです。

「昭和５４（１９７９）年６月２８日中日新聞夕刊記事に「村瀬前真聖寺住職が古文書でつきとめ」

が掲載される。

　↑の掲載は、「岐阜市芥見の村瀬さんは泰峰（たいほう）和尚に関心を持ち、古文書などを調べた。

この結果、泰峰和尚は歌人として高名で郡上郡の篠脇城主にもなった東常縁の６代目にあたることが

わかった。さらに常縁の家系をみると、常縁のひ孫が常堯（つねたか）という帰雲城主の内ヶ嶋氏につ

かえた人物だった」などの内容です。

「昭和５４（１９７９）年７月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第９号」」が

連載される。

　↑の掲載は、「頭から城（館）は土中に深く埋没しているとばかり思い込んでいたものだから、眼前

に城跡の石積みらしいこん跡を発見したときから、「まさか」と自分で自分を疑ってみたりもした。人

工的と思われる石積みは、あまりにも広範囲にあったため、にわかにそれを信じることができなかった

のである。発見者のひとり佐々木隊員は「ほんとにこれ城跡かなア」とひとりごとを漏らしていた。

　（略）参加隊員で信頼できる一人、服部氏も顔面蒼白。（略）こんにちの調査の段階からして解明は、

ずいぶんと先のことになりそうだが、その日までただ待っているより仕方がない。４００年間も謎のベ

ールにつつまれていた帰雲城だ。一朝一夕にして解明できようはずはないンだ。と思えば腹もたたない

がなんとか早く、と私もいちばん待ち望んでいる事柄なのである。「イキテイル気がシマスネエ」参加

隊員の、ハインツ・アルバー氏は、その夜、荻町の合掌民宿で、日本酒をチビリチビリやりながら、我々

と同じくその日の感激を味わっていた。「ドイツではこんな探索をやるンですか」」などの内容です。

　↑は、現地調査のエピソード談です。

「昭和５４（１９７９）年８月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１０号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「越中、富山城々主、佐々成政と内ヶ嶋兵庫頭氏理が特別に親交の深かったことは、記

録があるにもかかわらず、あまり世に知られていない。（略）そして秀吉没後、荻町城主山下氏勝は徳

川方に奉職し家康の側室お亀の方（徳川義直・尾張藩祖の母）の妹を娶り、例の清洲越し、名古屋城築

城進言することになる。話は横にそれたが、山下氏勝は徳川家康と義兄弟になるので、特にここで記し

ておく。さて佐々成政についてであるが、織田信長の重臣、成政は、内蔵介成政といって、今でいう大

蔵大臣の要職にあった。（略）内ヶ島氏理生存中に金銀山を開坑していたという記録はどこにもないが、

成政が隣国で金銀行坑を開発していた記録は多すぎる程にあるので、そんな中に、内ヶ嶋を代表して質

子となった山下氏勝がいるのだから当然金脈開坑の技術や情報を取得することが出来たはずと、という

ことになれば、内ヶ嶋一族も産金業に余念がなかったはずだ」などの内容です。

　↑で、帰雲城主内嶋氏と、織田信長、佐々成政との関係や、内嶋氏の家臣、荻町城主山下氏勝と徳川

家康との繋がりを述べています。

「昭和５４（１９７９）年９月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１１号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「埋没黄金の有無（一）有名・無名を問わず、歴史研究家を自認する、お堅い先生方は、

なぜか埋蔵、埋没黄金については論を避けたがる。うっかり、つまらぬことに触れでもして、史家の反

論に出くわせば恥にもなるし、口に出すには資料がいる。歴史家の泣きどころは、史家という一点を見

出し、次の史家の一点までを、文書や史跡や出土物を探し出し、世に照明しなければならぬ苦行が待ち

受けている。埋蔵・埋没資金に至っては、机上論では解明が出来ぬ。あると言えば自ら掘らされること

にもなろう。そんなことは、やっかいなことだから、あたりさわりのない事で、のらりくらりと逃げの

びる」などの内容です。

　↑では、純粋に城跡を発掘しようと調査しているにも関らず、内嶋氏時代の黄金の有無について歴史

研究家らに聞くと、黄金発掘目当てと勘違いされてしまう批判を嘆いています。

「昭和５４（１９７９）年１０月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１２号」」
が連載される。

　↑の掲載は、「埋没黄金の有無（ニ）天正１３年（１５８５年）８月、越前国大野から飛騨攻めをし、

内ヶ島一族を降し、その領内を統治するにおよんで、自国の金山師、茂住宗貞を金山奉行に起用した金

森長近は、さっそく白川郷（内ヶ嶋領）の地下資源開発を試みた。（略）飛騨を武力で掌中にした長近

は内ヶ嶋滅亡後、９年を経た文禄３年（１５９４年）大量の黄金の算出に成功した。「白川郷谷黄金出

生シテ六十余州之万民集ル、中略」郡上の長滝寺文書は右の通り伝えている」や、ほかなどです。

　↑は、白川郷の内嶋氏滅亡後、金森時代になってほとんどすぐに金山開発をしていた記録からすると

内嶋氏繁栄時には、金を採っていたと推測されると述べています。

「昭和５４（１９７９）年１１月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１３号」」が連載される。

↑の掲載は、「埋没黄金の有無（三）「内ヶ嶋の埋蔵金、どこにあるンだろうね」（略）「内ヶ嶋の埋蔵

金か・・・・・。白川の山中に隠されているかも知れないなア。金森に攻められる前、城中より、夜陰

に乗じて、ひそかに数名の武士と・・・・・」（略）内ヶ嶋家は和歌の家筋の東（とう）家より婿を迎

えていたことなど思い馳せれば、謎はつきない」などの内容です。

「昭和５４（１９７９）年１２月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１４号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「激動する天正年間（一）」を書いています。
「昭和５４（１９７９）年１２月７日中日新聞記事に「名古屋工業大学教授らが現地調査」」が掲載

される。

↑の掲載は、「築城学の権威者、名古屋工業大学の内藤教授ら６人が６日、飛騨白川郷の合掌造り

で知られる岐阜県大野郡白川村の幻の帰雲城（きうんじょう）の現地調査をした。（略）本年度約２０

０面円の予算を組んで調査へ踏み切った白川村教委が、城の輪郭をつかむ目的で内藤教授らに測量調査

を依頼していた。午後１時過ぎ内藤教授らが初めて現地入りし、教育長の案内で、庄川右岸に面した帰

雲山山ろくの平たん地に点在する人工とみられる石積みや周辺の状態などを３時間半にわたって見て

回った。この日の踏査では、埋没の城郭の一部かどうかを決定づけるものは見当たらず、結論に達しな

かった。一行は同夜は白川村で泊まり、７日にいったん帰る予定で、測量調査は今後に持ち越された」

などの内容です。

　↑の調査結果は未確認です。さて、右岸にて人工の石積みが発見されたのが５月５日で、この１２月

７日の専門家らによる現地調査まで、７ヶ月後に実施されたというのは、自治体としては結構早く動い

たといえるのではないでしょうか。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

「昭和５５（１９８０）年１月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１５号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「激動する天正年間（ニ）古記録、史料から判断して、保木脇帰り雲城は、天正３年８

月（１５７５年）頃に、一度落城したことがわかった。織田信長幕下で、越前の一向宗門徒攻めの、留

守中の出来事だったという。この話が本当なら内ヶ嶋氏は、おもしろい人物である。信長が派遣した越

前攻めの主たる武将は、織田信雄、信孝、柴田勝秀、丹羽長秀、滝川一益、明智光秀、羽柴秀吉、原田

直政、他だ。ということは、信長以下彼の面々と、内ヶ嶋兵庫頭氏理とは、顔見知りの仲であり、戦友

ということになる。もちろん、郡上口より越前大野に入った金森長近とも、必然的に知合うことになる。

　（略）北越家書にある、帰り雲城落城が、天正３年（１５７５）８月だとすると、ここで次の如くの

論がなりたつ。「白川年代記」益戸本の天正元年の項の一節に、「牧戸ハ要害浅間ナレバ、下白川保木脇

ノ上帰雲山ヘ城ヲ移サント思立テ、当天正ノ始ヨリ領分ニ臨時ノ課役ヲ懸、城ノ普請ヲ専トス」とある。

　他の現存する史書は、帰り雲城を寛正年間（1460～1465年）の築城だと説いているが、白川年代記

だけは天正としている。これは、もしや上杉謙信の先鋒隊、塩屋筑前守（塩谷城、吉城郡宮川村塩谷）

の軍勢に落された城の話を後年白川年代記の著者は誤って記述したのではなかろうか。（略）内ヶ嶋一

族にとって、この天正年間は、まさに魔の年代でもあったのだ。つづく」などの内容です。

↑で、確かに『白川年代記』だけが帰雲城築城は天正年間と書いているのが不思議です。

「昭和５５（１９８０）年２月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１６号」」

が連載される。
　↑の掲載は、「内ヶ島氏と照蓮寺（一）浄土真宗の宗祖、親鸞（1173～1262）の弟子嘉念坊善俊(1214

～1282)が、白川に入郷するまで、この地方は天台宗だったのだが、宝治年間(1247～1249)彼によって

その浄土真宗が伝えられるや、白川郷は、一変して飛騨の真宗発祥地となった。（略）また、年代不詳

だが飯島に一宇を建て正蓮寺と号すとあり、詳細が定かでないが、とりあえず拙稿は通説に従い、宝治

年間、つまり１２４７年か、１２４８年の白川入郷鳩谷居住説をとり、話を先に進めていく」と、内嶋

氏と正蓮寺の戦いまでの内容です。

「昭和５５（１９８０）年３月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１７号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「内ヶ島氏と照蓮寺（ニ）内ヶ嶋氏と照蓮寺の関係を詳細に物語っている史料に、飛騨

の真宗秘史と言われる「岷江記」があるが、この書にも疑問点は数多くある。例えば、前項の、内ヶ嶋

氏と照蓮寺、初の出会いの一件。内ヶ嶋一族は牧戸の城を出発したことになっている。長享２年（１４

８８）７月１８日辰の刻（午前８時）と、日、時の説明はいいのだが、「岷江記」を除く、おおかたの

史料は、牧戸の城ではなく、帰り雲の城だと言っている。（略）結局、この照蓮寺との第一戦は内ヶ嶋

の方の敗北に終り、命からがら越中方面に逃げのびたのであった。城を放棄して遁走するのだから、城

というより、屋形のたぐいという方が適切であるのは然りだ」などの内容です。

　↑では、内嶋氏と正蓮寺の第一戦は内嶋氏が敗走しました。

「昭和５５（１９８０）年５月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１８号」」

が連載される。

　↑の掲載は、「越中で内ヶ嶋氏は軍勢を立直し、再び飯島に押寄せたことは「岷江記」に見えている。

　この第二戦で将監教信（たかあき）は行方知れずになり、弟の明教は卒塔婆峠で自刃し、四十数才を

一期として世を去った。ここでいったん善俊以来の真宗の殿堂正蓮寺の幕は降りるのである。（略）

　亀寿丸１５歳のとき、蓮如父子の、内ヶ嶋氏との和議のはからいもあり、正蓮寺復興にあたることに

なった。（略）この得度して明心と号した亀寿丸については、史料的に伝説部分も多く、年代考証上、

符号しない点がところどころにあるが、それは今後の調査で謎を解いてみようと思う。歴史とは、史料

のラレツではないからだ」などの内容です。

　↑で、内嶋氏と正蓮寺の第二戦は内嶋氏が勝ちました。飯島村の正蓮寺は消えました。

「昭和５５（１９８０）年６月１０日『広報しらかわ』に村上氏著「白川郷帰雲城の謎第１９号」」（終）

が連載されました。

　↑の掲載は、「牧ヶ野了心（唯乗の子孫）という方が健在であることを耳にした私は、厚かましくも

その門前を尋ねた。（略）「内ヶ嶋の事と言えば、わが家に伝わる由縁記の中に、嫁に行った話が書いて

あったなア」私はびっくりした。まさか、こんな話が出てこようとは。思いもよらぬことだった。唯乗

師の話だけでも聞ければ幸いと考えていたからだ。（略）「遊浄寺のことを調べられるのなら兄貴のとこ

ろに由諸記があるが、うちには、これだけしかない。これは写しだが」（略）天保年代記の原本があっ

た。（略）内ヶ島系図作成の中で、この絶世の美女、音羽なる人物と、新右衛門雅輝をどこにどう組み

入れるかという問題が生じてくる」などの内容です。

　↑で村上氏は、聞取り調査でヨダレが出そうな情報を仕入れてきました。キーワードは、「音羽」と

「雅輝（雅照のこと）」です。これより連載は続く予定でしたが、ここで最終回となりました。詳細は

未確認ですが村上氏が他界しました。

「昭和５５（１９８０）年１２月末～１月にかけ有史以来の記録的な豪雪となった（五六豪雪）

自衛隊が出動。S55 12/30白川村役場の降雪量３５５ｃｍ。S56 1/15には４５０ｃｍを記録した」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　「昭和５６（１９８１）年2/8、荘川村六厩で日最低気温－２５．４℃を記録」

１９８１年　昭和５６年　５月　地質・植生調査を依頼、実施か？
１９８１年　昭和５６年　６月２３日　東京新聞記事「出るか帰雲城の黄金」

１９８１年　昭和５６年　９月１４日　朝日新聞記事　伝えばなしのふるさと「夢を呼ぶ黄金伝説」

１９８１年　昭和５６年　９月　城　宇佐見達也「深戸城私考（三）」遠藤氏の時代　掲載
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９８２年　昭和５７年　４月　飛騨春秋　荒川喜一「小笠原氏と飛騨」掲載

１９８２年　昭和５７年　９月　飛騨春秋　菅田一衞「中世諸合戦の兵数について」掲載

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９８３年　昭和５８年　７月２０日　中日新聞記事「新民話考　帰雲城」

　１９８３年　昭和５８年　９月　地質・植生調査を実施か？　
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９８４年　昭和５９年　１０月３日　中日新聞記事「飛騨の昔話　帰雲城」　              

１９８４年　昭和５９年　１１月５日　朝日新聞記事「白川村記念行事計画」　　　　

１９８４年　昭和５９年　１１月１４日　中日新聞記事「白川村来年フォーラム開催」　

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊１９８５年　昭和６０年　５月　城　研壁幸　『帰雲城地底の黙示録　概説』　掲載
＊１９８５年　昭和６０年　５月　白川村の要請で　金沢大学地質学部　絈野義夫教授らが学術調査

をおこなう　庄川西２カ所でユンボによるトレンチ調査を実施研究報告が学会で発表される　

１９８５年　昭和６０年　　６月４日　中日新聞記事「帰雲城　金沢大学教授らが試掘調査」    

１９８５年　昭和６０年　　６月４日　毎日新聞記事「金沢大学グループがほぼ確認」

· １９８５年　昭和６０年　７月２２日　北陸中日新聞記事「帰雲城七不思議の一つ」内ヶ島家の

家宝見つかる

　１９８５年　昭和６０年　９月１０日発行　八重岳書房『帰雲城燃ゆ』生駒忠一郎著

＊１９８５年　昭和６０年　１０月２７日（日）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえりぐも),帰雲)４００年・白川フォーラム開催主催　白川村・

白川村教育委員会　講演１　金沢大学　絈野義夫「４００年前の帰雲大崩壊について」、講演２　宇都

宮大学　柿崎京一「嘉念坊と城主内ケ島について」、講演３　金沢大学安達正雄「城主内ケ島の系図及

びその歴史について」EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえりぐも),帰雲)４００年・白川フォーラム資料配布

（注：開催にあたり、帰雲城を＜かえりぐも＞か、＜きうん＞と発音するか検討し、：＜かえりぐも＞、

と呼称することで統一したそうです）

＊１９８５年　昭和６０年　１０月２７日　田口勇一氏、保木脇に内ヶ嶋一族供養のための観音像を

建立　

　１９８５年　昭和６０年　１０月２８日　読売新聞記事「エｯ！？埋もれた黄金３兆円」

＊１９８５年　昭和６０年　１１月　佐々克明著　『帰雲城大崩壊』発行　書苑

１９８５年　昭和６０年　１１月号　飛騨春秋　荒川喜一「石山合戦と飛騨の門徒」　掲載

１９８５年　昭和６０年　１１月　城　研壁幸『帰雲城地底の黙示録　内ヶ島領国支配の特徴』掲載

年号不明　『岐阜県白川谷の断層と保木脇の崩壊堆積物』井嶋伸治・溝口秀勝・絈野義夫　金沢大学

理学部地学教室　論文

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９８６年　昭和６１年　１月２３日　朝日新聞記事「帰雲城は左岸にあった」

１９８６年　昭和６１年　２月　城　研壁幸『帰雲城地底の黙示録　屋形の位置備考』　掲載

１９８６年　昭和６１年　５月２０日　朝日新聞記事　「飛騨白川郷のポンペイ伝説」

１９８６年　昭和６１年　５月３０日　中日新聞記事「庄川左岸を再調査」

　１９８６年　昭和６１年　８月　北陸都市史学会報№８『帰雲城主・内ヶ嶋氏の歴史と家系』掲載

＊１９８６年　昭和６１年　　８月９日　岐阜テレビ放送「埋もれた城」ＴＶ放送　ＰＭ０：３０～

１：３０　１時間　制作部ディレクター　和田道夫　帰雲城を考える会　会員

１９８６年　昭和６１年　１０月２０日　佐々克明　死去（６０歳）

１９８６年　昭和６１年　１０月３１日　岐阜新聞記事「あす白川帰雲城を考える会　発足」 

＊１９８６年　昭和６１年　　１１月１日　「ひだ白川・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえりぐも),帰雲)城を考える会」　発足　　　
　１９８６年　昭和６１年　１１月　１日　「歴史研究家の研壁幸氏が帰雲城主４代説を研究発表」

１９８６年　昭和６１年　　１１月２日　中日新聞記事「白川帰雲城を考える会発足式」　　　　　

１９８６年　昭和６１年　１１月　城　森本一雄　『まぼろしの古城　帰雲城伝説』　掲載

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９８７年　昭和６２年　１月７日　岐阜新聞記事「史実から帰雲城を考える　研壁幸」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊１９８７年　昭和６２年　３月　飯田汲事著　『天正大地震誌』発行　名古屋大学出版会

１９８７年　昭和６２年　５月２５日　中日新聞記事「注目を集める黄金伝説帰雲城」

１９８７年　昭和６２年　８月７日　中日新聞記事「帰雲城発掘を延期物証なく時期尚早」

１９８８年　昭和６３年　１０月１５日　『ミステリアス白川郷』　発行

　１９９８年　昭和６３年　１２月発行「飛騨荘川の民家（旧三島家住宅）ならにび関連民俗調査報告

書」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊１９８９年　平成元年　５月３日　中日新聞記事　「帰雲城主が第四の城」　日崎城
＊１９８９年　平成元年　５月７日　岐阜新聞記事「第４の城があった？」　日崎城　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９８９年 平成元年　５月５日　ひだ白川・帰雲城を考える会　第３回総会　岐阜市　十八楼   

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９０年　平成２年　５月２０日　ひだ白川・帰雲城を考える会　総会・現地視察　芋井谷城など

１９９０年　平成２年　７月１日　『歴史読本』失われた伝説地　帰雲城　掲載

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９１年　平成３年　４月２７日　白川郷帰雲城を考える会　林春樹先生に協力参加現地調査

１９９１年　平成３年　４月２７日　岐阜新聞記事「可児市の研究グループきょうから現地調査」

１９９１年　平成３年　８月７日　毎日テレビ放送　地球発１９時「帰雲城の埋没金時価２兆円」

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９２年　平成４年　２月号　飛騨春秋　池之端甚衛　『真説　帰雲城』　掲載

１９９２年　平成４年　５月３０日　白川郷帰雲城を考える会　総会・山城見学会

１９９２年　平成４年　１２月１７日　岐阜新聞記事「地下に眠る幻の帰雲城　研壁幸」

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９３年　平成５年　２月２１日　名古屋テレビ「東海歴史ウォッチング」題名　帰雲城

ＡＭ１１：００～１１：２５　テレビ放送

＊１９９３年　平成５年　４月１日　名称を新たに「白川郷埋没EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かえりぐも),帰雲)城調査会」として発足
１９９３年　平成５年　４月４日　中日新聞記事「絵図面もとに現地調査」

１９９３年　平成５年　４月３０日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査

１９９３年　平成５年　５月１日　岐阜新聞記事「白川郷埋没帰雲城調査会現地調査木片や石を」

１９９３年　平成５年　５月１日　中日新聞記事「確実資料得られず」

１９９３年　平成５年　５月１日　朝日新聞記事　「幻の帰雲城あった」　　　　　　　

１９９３年　平成５年　５月３日　朝日新聞記事　「帰雲城発掘調査同行記」

１９９３年　平成５年　５月４日　ＣＢＣテレビ放送　名古屋発新そこが知りたい「中部の

財宝」６０分

１９９３年　平成５年　５月３０日　中日新聞記事「現地調査新発見得られず」

１９９３年　平成５年　７月３０日　岐阜新聞記事「帰雲城と黄金伝説をテーマに八幡町で」

１９９３年　平成５年　８月１日　立光学舎「語りとシンポジウム　帰雲城と黄金伝説」開演

１９９３年　平成５年　９月１日　岐阜新聞記事「幻の帰雲城　上　安達正雄」

１９９３年　平成５年　９月２日　岐阜新聞記事「幻の帰雲城　下　安達正雄」

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――　　

１９９４年　平成６年　３月２６日　中京テレビ放送　体感ワンダフル日本　「金」

　　　　　　　　　　　　　

１９９４年　平成６年　５月５日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査                

１９９４年　平成６年　８月６日・７日　浄瑠璃史劇「幻の帰雲城」開演

年号不明　「探訪　幻の帰雲城」記

１９９４年　平成６年　１０月２日　週刊読売　インディ記者が追う『帰雲城の財宝１』一瞬にして

幻と化した城と金銀　掲載

１９９４年　平成６年　１０月９日　週刊読売　インディ記者が追う『帰雲城の財宝２』金銀５千億
に魅せられた「旦那の情熱」　掲載

１９９４年　平成６年　１０月１６日　週刊読売　インディ記者が追う『帰雲城の財宝３』最盛期に

は２兆円の金銀を蓄えた城主　掲載

１９９４年　平成６年　１０月２３日　週刊読売　インディ記者が追う『帰雲城の財宝４』マグニチ

ュード８.１の地震で消えた黄金百万両　掲載

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――　　　

１９９５年　平成７年　別冊３月　２０号　『歴史読本』新人物往来社刊（黒沢氏）掲載

１９９５年　平成７年　５月１日　白川郷埋没帰雲城調査会　右岸帰雲山地表面登山調査

　１９９５年　平成７年　９月１６日　東海ラジオ放送　みのひだどらまん街道「幻の帰雲城」

　１９９５年　平成７年　９月１８日　中央文庫　畠山清行著『日本の埋蔵金』発行

１９９５年　平成７年　１１月６日　岐阜新聞記事「創作劇幻の帰雲城上演」

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９６年　平成８年　４月１５日　毎日新聞記事「帰雲城探せ」

１９９６年　平成８年　５月９日　中日新聞記事「白川郷埋没帰雲城調査会現地調査」

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

１９９７年　平成９年　５月１７日　白川郷埋没帰雲城調査会　通称皈雲台地現地探索

１９９７年　平成９年　５月１８日　岐阜新聞記事「白川郷埋没帰雲城調査会が発掘調査」

１９９７年　平成９年　５月２０日　中日新聞記事　「伝説の帰雲城を探せ」

　１９９７年　平成９年　５月２５日発行『廃城奇譚』帰雲城三代　南條範夫著　双葉社

１９９７年　平成９年　６月　森省三著　『帰雲城上・下』発行　青樹社

１９９７年　平成９年　９月１５日　白川郷埋没帰雲城調査会　通称皈雲台地　探索報告

１９９７年　平成９年　１２月１７日　岐阜新聞記事「岐阜市で帰雲城展開かれる」

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――　　　　　　　

＊１９９８年　平成１０年　１月７日　東海ラジオ　ＰＭ８：００～９：００　１時間「黄金伝説
帰雲城」ラジオ放送　森省三原作　すみたこうじプロデューサー

１９９８年　平成１０年　１月１３日　岐阜新聞記事「帰雲城埋没の地震」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１９９８年　平成１０年　３月号　飛騨春秋　内島俊雄　『内ヶ島氏と帰雲城』掲載

　１９９８年　平成１０年　３月出版　岐阜新聞社出版局『特集と年表でつづるひだみのの災害』

１９９８年　平成１０年　６月６日　白川郷埋没帰雲城調査会　通称皈雲台地　現地調査

１９９８年　平成１０年　６月７日　岐阜新聞記事「恒例の調査帰雲城はいずこに」

１９９８年　平成１０年　６月１０日　岐阜新聞記事「白川郷埋没帰雲城調査会会長」

１９９８年　平成１０年　７月２３日　白川郷埋没帰雲城調査会　通称皈雲台地　調査報告

１９９８年　平成１０年　１０月号　飛騨春秋　内島俊雄　『帰雲紀行』掲載　　　　　　　

１９９８年　　平成１０年　『新編白川村史、上巻・中巻・下巻』発行
　１９９９年　平成１１年　３月発行　高山別院照蓮寺蓮如上人５００回御遠忌法要記念『飛騨と蓮如

上人』

１９９９年　平成１１年　３月号　飛騨春秋　内島俊雄『内ヶ島氏と村人たち』　掲載　　　　

＊１９９９年　平成１１年　６月１９日　岐阜新聞記事「帰雲城趾碑除幕式」
＊１９９９年　平成１１年　８月４日　岐阜新聞記事「帰雲城ゆかりの刀古里へ」
１９９９年　平成１１年　１１月１日　岐阜新聞記事「歴史作家黒沢帰雲城の本出版」

　１９９９年　平成１１年　１１月１９日・２１日　白川村商工会青年部　帰雲山下方登山道整備

＊１９９９年　平成１１年　１１月２０日　白川郷文化フォーラム‘９９開催主催　白川郷文化フォー

ラム‘９９実行委員会　「内ヶ島氏と中世白川郷」

１９９９年　平成１１年　１１月２１日　岐阜新聞記事「白川郷文化フォーラム‘９９」

＊１９９９年　平成１１年　１１月　黒澤英昭（昭二）著　『幻の戦国武将』発行　六法出版社

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

２０００年　平成１２年　２月１５日　朝日新聞記事　「幻の黄金城　今年こそ発見」

２０００年　平成１２年　６月１１日　白川郷埋没帰雲城調査会　通称皈雲台地・弓ケ洞谷北一帯

古木　現地調査

２０００年　平成１２年　１０月１５日　白川郷埋没帰雲城調査会　調査報告             

２００１年　平成１３年　２月２１日発行「郡上史談第１０３号」長滝寺の道雅神澄上人（一）

白石博男

２００１年　平成１３年　３月２７日発行「岐阜史学第９７号」石山合戦と濃飛の門徒　清水進

２００１年　平成１３年　６月１７日　白川郷埋没帰雲城調査会　弓ケ洞谷北一帯　現地調査　　

　２００１年　平成１３年　６月３０日発行「郡上史談第１０４号」長滝寺の道雅神澄上人（二）

白石博男

２００１年　平成１３年　９月１５日（祝土）　みぼろ山荘開き

２００１年　平成１３年　１０月１３日　弓ケ洞谷北から堂ノ上６５０ｍ付近　ＧＢＳ測量　平板

測量・通称３つの丸円　ゆずり葉　　　

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊２００２年　平成１４年　１月号　飛騨春秋　坂部和夫『享保年度山林絵図に見る天正地震時庄川帰

雲崩れ　大規模山体崩壊と土砂の移動について』　掲載

＊２００２年　平成１４年　３月号　飛騨春秋　坂部和夫『享保年度山林絵図から見る天正地震時の

記録文書　長滝経文坊文書　長滝寺文書　飛騨鑑の意味』　掲載

２００２年　平成１４年　５月２０日　白川郷埋没帰雲城調査会　弓ケ洞谷から北　通称４つの窯

跡一帯　現地調査

　２００２年　平成１４年　６月１１日　ＮＨＫテレビ放送　プロジェクトＸ「桜ロード巨木輸送

作戦」荘川桜　

２００２年　平成１４年　６月　田下昭夫著書「よみがえる 湖底の郷７・７」冊子　発行
　２００２年　平成１４年　６月　田下昭夫著「“諸々雑記”ふるさとへの思い」

　２００２年　平成１４年　田下昭夫著書「さけとこしえに　荘川桜　知られざる逸話」冊子　発行

＊２００２年　平成１４年　９月号　飛騨春秋　坂部和夫『天正地震時飛騨白川郷大規模山体崩壊によ

る庄川の堰き止めとその浸水域』　掲載　　　　　　　　　　　　　　

　２００３年　平成１５年　１月　田下昭夫著書「潤い 地名と訛」冊子　発行

＊２００３年　平成１５年　３月号　飛騨春秋　坂部和夫『白川郷における帰雲の付く固有名詞の成り

立ち』帰雲城という名の城は存在したか   掲載　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００３年　平成１５年　６月１５日　白川郷埋没帰雲城調査会　弓ケ洞谷南・堂ノ上通称Ｅ地点カ

エル池　現地調査

＊２００３年　平成１５年　６月号　飛騨春秋　坂部和夫『いわゆる帰雲城の位置について』庄川右岸

説は有り得るか　掲載

　２００３年　平成１５年　７月　田下昭夫著書「往昔」冊子　発行

＊２００３年　平成１５年　８月号　飛騨春秋　坂部和夫『いわゆる帰雲城の構造について』山城は存

在したか　掲載

　２００３年　平成１５年　９月１１日発行　新人物往来社　別冊歴史読本『日本史謎解き史跡探訪』

――誰も知らないミステリー史跡――　帰雲城　掲載

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　２００４年　平成１６年　３月２５日　白川村教育委員会『なあもなあも白川郷ゆかりの寺院』

発行　著者　宇田章二

２００４年　平成１６年　３月２５日　白川村教育委員会『白川郷の神々と社祠略史』発行　著者

宇田章二

２００４年　平成１６年　４月　１８日　白川郷埋没帰雲城調査会　堂ノ上通称Ｅ地点カエル池一

帯平板測量

２００４年　平成１６年　４月２９日　右岸　Ｈ１５・Ｇ１５地点　現地視察
２００４年　平成１６年　４月号　飛騨春秋　坂部和夫『天正大地震時の飛騨白川郷荘川における大

規模山体崩壊について』山田・牧ケ野で被害があったか　掲載

２００４年　平成１６年　６月２７日　シツタカ谷北　神社跡付近　現地探索          

２００４年　平成１６年　１０月２６日発行　週刊にっぽん川紀行２５号「歴史川語り幻の城、帰雲

城埋没の悲劇と黄金伝説」掲載

２００４年　平成１６年　１０月３１日「御母衣地区の古老Ｏ氏に聞く 白川村保木脇のこと」

＊２００５年　平成１７年　５月１３日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会　地質学講演　坂部先生『享

保年度山林絵図面に見る天正地震時の大規模山体崩壊と土砂移動について』『天正地震時の飛騨白川郷

における大規模山体崩壊による庄川の堰き止めとその浸水域』白川村鳩谷　鳩谷コミュニティー会館
＊２００５年　平成１７年　５月１４日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査弓ケ洞谷下流旧谷筋跡
＊２００５年　平成１７年　５月号　飛騨春秋　宇田章二『戦国砦の遺構について』　掲載

２００５年　平成１７年　１１月２８日　白川郷埋没帰雲城調査会　黒沢会長　他界
· ２００６年　平成１８年　３月３０日　郷土研究・岐阜　第１０２号　岐阜県郷土資料研究協議会

佐伯哲也『飛騨の未確認城館について』掲載

　

＊２００６年　平成１８年　５月２７日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会、講演　安達先生『帰雲城と

内ヶ嶋氏について史実を探る』　鳩谷コミュニティー会館
２００６年　平成１８年　５月２８日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　大野さん案内。白山神

社、白山神社跡、通称カエル池調査

　２００６年　平成１８年　１０月　１日　人文社　日本の謎と不思議大全　東日本編『帰雲城の埋蔵

金、大地震による崩壊が城の財宝を地中に隠した』掲載

· ２００６年　平成１８年　１０月３１日　岐阜県図書館に『帰雲城と内ヶ嶋氏に関する時系列資料

』歴史年表１Ａ、記事年表１Ｄを寄贈　　　　　　

　　
＊２００６年　平成１８年　１２月３日　石川郷土史学会々誌　安達正雄『飛騨帰雲城と城主・内ヶ嶋

氏の史実を探る』掲載　＜＊内ヶ嶋家系図あり＞
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――　
２００７年　平成１９年　４月１日　白川村総合文化交流施設　開設

２００７年　平成１９年　４月４日　ＣＢＣラジオ　１０５３KHz　ツー快！お昼ドキッＰＭ１：３

０～古今東西　帰雲城伝説　放送

　２００７年　平成１９年　６月２０日　ＮＨＫテレビ放送　その時歴史が動いた「乱世に祈りを」

蓮如本願寺

　２００７年　平成１９年　５月７日　坂部和夫論文選集『岐阜県における天正地震山地災害』２００

７　発行　１項「享保年度山林絵図面（１７２８年）に見る天正地震（１５８６年）時の大規模山体崩

壊と土砂移動について」、７項「天正地震（１５８６年）時の飛騨白川郷における大規模山体崩壊によ

る庄川の堰き止めとその浸水域」、１５項「天正地震（１５８６年）時の飛騨白川郷荘川村における大

規模山体崩壊について」、２１項「天正地震（１５８６年）時の岐阜県上矢作町荒における大規模山体

崩壊について」、２５項「天正地震（１５８６年）時の岐阜県郡上市高鷲町における大規模山体崩壊に

ついて」

＊２００７年　平成１９年　５月１９日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会、講演　白山長瀧神社宮司
若宮多門『白山信仰の歴史と文化財』、坂部先生『岐阜県における天正地震山地災害』白川村鳩谷　鳩

谷コミュニティー会館
２００７年　平成１９年　５月２０日　白川郷埋没帰雲城調査会＜安達会長＞現地調査弓ケ洞谷南

調査　雨天延期

２００７年　平成１９年　５月２０日　岐阜新聞記事　「地震で埋没　帰雲城伝説は事実？」

　２００７年　平成１９年　８月３１日　風媒社『床下からみた白川郷』焔硝生産と食文化から　発行

· ２００７年　平成１９年　９月　昭文社　歴史の足跡をたどる日本遺構の旅　発行『帰雲城、大人

の夢をかきたてる埋没金のナゾを秘めた悲運の城』掲載

 ２００７年　平成１９年　１０月２０日　『大系真宗史料　文書記録編11一向一揆』　法蔵館　発行

　２００７年　平成１９年　１０月３０日　岐阜県郷土資料研究協議会発行第１０７号『小白川砦跡

の紹介――未確認城館の報告――』佐伯哲也

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　２００８年　平成２０年　２月１１日発行『ひだ・みの活断層を訪ねて』編著　岐阜県活断層研究会

発行岐阜新聞社

２００８年　平成２０年　３月　白川郷埋没帰雲城調査会　会員報告書『第１報　帰雲城と内ヶ嶋氏

の概要』発表
＊２００８年　平成２０年　３月２６日　日本経済新聞夕刊記事　「白川郷幻の城を追え」

　２００８年　平成２０年　５月１５日　東海テレビ放送　奇跡体験アンビリバボー「湖の底に消えた

故郷」荘川桜　

· ２００８年　平成２０年　５月１７日（土）白川郷埋没帰雲城調査会　総会、講演、講師　安達会

長『五箇山文献に秘められた飛騨・内ヶ嶋氏の史実について』、講師　美濃白山長瀧神社宮司若宮多門
『忘れられた仮面と武士勢力三木氏と長滝寺』白川村飯島　白川村総合文化交流施設

２００８年　平成２０年　５月１８日（日）白川郷埋没帰雲城調査会＜安達会長＞現地調査弓ケ洞谷

の南の山１３６８ｍ調査

２００８年　平成２０年　５月２０日（火）岐阜新聞記事「帰雲城調査会が講演会」

　２００８年　平成２０年　６月３０日発行　編集　宇佐美龍夫「日本の歴史地震史料」拾遺四ノ上

２６頁　天正の大地震と庄川筋

　２００８年　平成２０年　１０月１日発行　編集　上手重一『白川八幡神社のどぶろく祭り』

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊２００９年　平成２１年　１月４日　毎日新聞記事　「黄金より歴史ロマンだ」

　２００９年　平成２１年　１月　田口建設株式会社会長　田口勇一氏　他界

＊２００９年　平成２１年　２月２日　中日新聞記事　道しるべ「消えた帰雲城」神田卓郎

　２００９年　平成２１年　３月１日　北日本新聞記事「歴史・伝承情感豊かに」木舟城哀歌

２００９年　平成２１年　３月５日　白川村役場教育委員会へ『帰雲城と内ヶ嶋氏に関する資料総集

編』を白川郷埋没帰雲城調査会が寄贈
＊２００９年　平成２１年　３月１１日　岐阜新聞記事「帰雲城研究資料を寄贈」調査会７年の成果、

白川村に

　２００９年　平成２１年　３月２５日発行　『斐太紀』「信州守護小笠原氏とその配下の内ヶ嶋氏、

平瀬氏、嘉念坊明誓と市村氏は何時から如何にして飛騨・越中に進出したか」坂部和夫

２００９年　平成２１年　４月　６日　白川郷埋没帰雲城調査会　会報№４０発行『会員投稿文　第２

報　帰雲城に興味を持ったきっかけ』「帰雲城に関する現地調査年表１－Ｇ」配布
２００９年　平成２１年　５月１６日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会、講演会　講師　安達会長
『天正大地震と活断層について』、講師　美濃白山長瀧神社宮司　若宮多門『阿名院院主道雅のこと（内ヶ嶋家系道雅について）』白川村飯島　白川村総合文化交流施設

２００９年　平成２１年　５月１７日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　旧白山神社鬼門方向
雨天中止

２００９年　平成２１年　５月１７日　岐阜新聞記事「古文書や資料を紹介　白川村で講演」

２００９年　平成２１年　６月１日　中日新聞記事「大地震で一夜に消えた城　歴史ロマン追い続

け」

２００９年　平成２１年　６月３０日　朝日新聞夕刊記事　学芸　東海の古戦場をゆく１３「飛騨・

帰雲城　大地震で陥没 今も埋没」

２００９年　平成２１年　６月１８日　白川郷埋没帰雲城調査会　会員調査報告書『第３報　日崎

（日崎城跡）とのまみの地図上の位置について』発表
　２００９年　平成２１年　８月１３日　インターネット　ユーチューブに、「帰雲城の調査記録

１Ａ（静止画）」６分を投稿

　２００９年　平成２１年　８月２１日　インターネット　ユーチューブに、「帰雲城調査の活動

記録２Ａ（動画）１０分編」を投稿

　２００９年　平成２１年　８月２３日第１刷　惜水社「飛騨と円空一『飛州志』は語る」池之端

甚衛著

　２００９年　平成２１年　１０月３１日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　旧白山神社、裏鬼門

方向の山岳（約１２７０ｍ）調査

　２００９年　平成２１年　１１月号　第５７６号『歴史研究』清水勝一　悲愴震滅の帰雲城　掲載

　２００９年　平成２１年　１２月　石川郷土史学会々誌　第４２号　安達正雄『木舟城を陥没させ帰

雲城を埋没させた天正大地震の真相――天正大地震は連続多発地震だった――』

　２００９年　平成２１年　『若山家由来』一部改訂

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

２０１０年　平成２２年　「白川郷の昔話」民話と歴史を訪ねてＣＤ　企画・制作　白川村商工会

非売品（７話収音）

　２０１０年　平成２２年　２月６日発行「生活雑史抄」白石博男著

　２０１０年　平成２２年　３月２５日　発行『斐太紀』飛騨学の会　「寛正２年（１４６１）に始ま

る内ヶ嶋為氏等の飛騨白川郷・越中への進出と寛正の大飢饉」坂部和夫

２０１０年　平成２２年　３月２５日発行　『斐太紀』「戦国末期　幻の城　未確認城郭　牧戸城」

田口勝

２０１０年　平成２２年　５月１５日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会、講演会　講師　安達会長
『松古孝三氏テレビ出演時の録音テープ拝聴』、講師　美濃白山長瀧神社宮司　若宮多門『中世白川郷

における宗教史』白川村飯島　白川村総合文化交流施設

２０１０年　平成２２年　５月１６日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　保木脇　送電線第５

２鉄塔一帯調査

２０１０年　平成２２年　７月２３日　発行『飛騨の中世』飛騨中世史の会「上白川・中野周辺城郭

遺構について」田口勝

２０１０年　平成２２年　１１月　みぼろ山荘　閉鎖　売却

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

２０１１年　平成２３年　２月　白川村商工会発行『霊峰飛騨白山へのいざない　神と仏がともに

住まう古里の白き山なみ』

２０１１年　平成２３年　３月発行『姉小路と廣瀬』、「１５世紀における信州守護小笠原持長とその

配下の武将内ヶ嶋氏等の飛騨・越中への進出」坂部和夫

２０１１年　平成２３年　５月１日　インターネット　ユーチューブに、「帰雲城の埋没地点編

３Ａ（静止画）」１０分を投稿

２０１１年　平成２３年　５月１４日　白川郷埋没帰雲城調査会　総会、「福島村（地区）の福島城（砦・

館）の存在について」資料配布。講演会　講師　安達会長『巨大地震について』、講師　美濃白山長瀧

神社宮司　若宮多門『戦国武将　高山城主 金森長近について』白川村飯島　白川村総合文化交流施設
２０１１年　平成２３年　５月１５日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　保木脇　通称カエル

池、送電線鉄塔第５６・５７・５８鉄塔一帯調査

　２０１１年　平成２３年　６月１日『御母衣ダムと荘白川地方の５０年』発行　浜本篤史編者　まつ

お出版

２０１１年　平成２３年　８月　３１日　　白川郷埋没帰雲城調査会　会報№４４　発行

会員研究報告書『第４報　皈雲山や帰雲山と記した地図、古地図等について』発表

２０１１年　平成２３年　１２月３１日　加来耕三著『消えた戦国武将 帰雲城と内ヶ嶋氏理』発行

メディアファクトリー

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

２０１２年　平成２４年　１月　３日　インターネット　ユーチューブに、「帰雲城、埋もれていた

皈雲山 ４Ａ（静止画）」２分を投稿

２０１２年　平成２４年　１月１５日　ＰＭ１２：３０～３：００　加来耕三トークライブ「消えた

戦国武将　帰雲城と内ヶ嶋氏理を語る」開催　東京お台場　東京カルチャーカルチャー
　２０１２年　平成２４年　１月１５日　ＰＭ２：００～３：２５　テレビ朝日　「ザ・スクープスペ

シャル」古文書と考古学が語る巨大津波　放送　

２０１２年　平成２４年　３月２５日　発行『斐太紀』飛騨学の会　「高山別院照蓮寺の前身正蓮寺

開基は真宗高田派の三河和田門徒か」坂部和夫

　２０１２年　平成２４年　５月１９日　白川郷埋没帰雲城調査会総会・講演会　講師　安達会長「天

正大地震は火山の噴火・連動地震・津波・山崩れ・液状化・火災等の複合災害だった」、田口勝氏「上

白川赤谷城について」説明、講師　若宮多門先生「白山信仰の拡がり　藤原秀衡を一例に」

２０１２年　平成２４年　５月２０日　白川郷埋没帰雲城調査会　現地調査　保木脇、通称カエル

池、送電線鉄塔第５６・５７・５８鉄塔案内説明（返り雲山）

　この記事年表１Ｄは、新たに追記したのを含め構成が最終段階に入っているが、未発表で、
「２０１１年度版」として今後開示する予定である。　2011 H23 06

　＊は、「帰雲城と内ヶ嶋氏」を調査研究する上で、貴重な資料や参考情報、人物等
2009 H21 06 追加　　16/16

2011 H23 05 15 追加

2012 H24 01 29 追加

2012 h24 05 23 追加
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